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�
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月

日
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�
小
�
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路
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�
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校
�
�
�
�
�
�

子
�
�
�
�
�
�
学
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�
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�
�

�
�
�
�
�
�
�
話
�
�
学
校
�
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顔

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

学
校
再
開
�
笑
顔
�
登
校

１年生は、アサガオを育てており、毎朝

自分の鉢植えへお水をあげています。
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こ
こ
で
一
句

�
�
�
吟
社

有
�
�
�
�

老
�
妙
薬

四
月
馬
鹿

自
己
流
�

老
�
体
操

春
�
�
�

�
�
�
�
�

夕
�
�
揺
�
�

水
芭
蕉

春
眠
�

刻
�
忘
�
�

柱
時
計

愛
犬
�

物
言
�
眼

初
夏
�
朝

�
�
�
�
�

春
�
満
月

空
�
浮
�

一 般 書

これがきっかけ！ノーベル賞ずかん
高柳雄一／監修

かなり役立つ！古文単語キャラ図鑑
岡本 梨奈

すみっこ★読書クラブ 事件ダイアリー２
にかいどう青

とおくにいるからだよ くりはらたかし

児 童 書

動かないゼロトレ 石村 友見

マンガでわかる！捨てない片づけ術 宙花こより

アマゾン大会 完全保存版 ２０２０ 晋遊舎

国宝（上・下） 吉田 修一

出典：広報えりも2020年7月号

防災

情報版

№115

「光地園断層」は海まで続い

ていた！

大樹町から広尾町にかけて

「光地園断層」と呼ばれる活

断層があります。その長さは

従来２６kmと考えられていましたが、最近になっ

て、もっと長いことがわかってきました。北海道

立総合研究機構地質研究所などの調査によると、

光地園断層は広尾町付近から海底へと延びてい

て、沖合約３３kmまで達しているようです。陸上

の２６kmと合わせると約６０kmとなり、従来考えら

れていた長さの２倍以上です。活断層の長さは、

地震の規模（マグニチュード）と密接な関連があ

り、長い断層ほど大きな地震を起こします。光地

園断層は長さ２６kmで、マグニチュード7.2の地震

が想定されていましたが、約６０kmだとすると、

想定される地震は、マグニチュード7.8程度にな

ります。マグニチュードにすると0.6大きくなっ

ただけですが、この違いはかなり大きなもので

す。大きな揺れの範囲が広くなり、被害を受ける

地域も広がります。断層が海底まで延びているの

で、津波の発生も考えなければなりません。光地

園断層は縦方向に断層がずれ動く逆断層というタ

イプなので、津波が発生しやすいと思います。も

う一つ重要なことは、光地園断層で発生する地震

の発生間隔です。例えば、２００３年に発生した十勝

沖地震（マグニチュード8.0）の場合は、その一回

前が１９５２年です。発生間隔が約５０年と短いのです

が、光地園断層の場合は、７０００年から２万１０００年

程度と非常に長いようです。そして今回の海底調

査では、最新の活動時期が１万２５００年前であると

特定されました。つまり、次の地震がそろそろ起

きてもおかしくない年数が、すでに経過している

ということです。こうしてみると、光地園断層で

発生する地震の揺れの強さや津波の高さを再評価

し、その結果如何によっては、地域の防災計画を

見直す必要があるかも知れません。

鈴
木

周
子

佐
�
木

蓉
子

佐
�
木

凌
子

長
岡

青
風

柴
田

岳
人

蛯
名

渚

鴨図書室からのお知らせ
「映画・ドラマになった本」をテーマにした

コーナーを次の期間に設置します。図書の貸

出も行いますので、ぜひご利用ください。

暫期 間 ７月１９日醤～８月３日鉦

勝俣 啓

北海道大学大学院理学研究院附属

地震火山研究観測センター・准教授、

博士（理学）。東京大学地震研究所で

学位取得後、北海道大学助手、東京

大学准教授を経て2009年4月より現

職。専門は地震予知学。
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、
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理学ロゴマーク

ロゴマークは理学部エリア（大野池前）に設置され

ている、中谷宇吉郎博士の「人工雪誕生の地の碑」

を図案化し、理学部 5 学科 6 専修の共同体「知の

結晶」を示しました。名前は「六華（りっか）」です。

理学コミュニケーションマーク

サイエンス（Science）の「Sci」と漢字の「彩」

を組み合わせたものです。ロゴマークと同様に中

谷宇吉郎博士が世界で初めて人工的に作り出した

「雪の結晶」を取り入れたデザインとなっています。

2020年は中谷宇吉郎博士生誕 120 周年、理学部

創設 90周年の記念の年です。

特集：理学を選んだ理由

アイコンの説明
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来
て
く
だ
さ
い
！
　
学
び
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
北
海
道
大
学
理
学
部
へ
。

自
然
科
学
を
探
究
す
る
理
学
部
で
の
学
生
生
活
を
想
像
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

北
海
道
大
学
理
学
部
は
、
実
際
に
来
て
見
て
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

詳
細
は

6
月
に
北
海
道
大
学
お
よ
び
理
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

w
w
w
.h
o
ku
d
ai
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c.
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/b
u
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pe
n
2
0
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0
21

日
月

高
校
生
限
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

自
由
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム

高
校

生
に

限
ら
ず

、
保

護
者
や

一
般

市
民

の
方

な
ど

、
広
く
み

な
さ
ま
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
午
前
・
午

後
、
同
一
内
容
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を

実
施

し
ま
す

。
学

部
・

学
科

に
つ

い
て
の

全
体

説
明

会
や

、

最
新

の
研

究
に
つ

い
て

聞
け
る
公

開
講

座
、

ま
た

、
理

学
部

で
学

ん
で

い
る
先

輩
と
直

接
話
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す

。

9
月

2
1
日

（
月

・
祝

）
に
開

催
し
ま
す

。

定
員
は

12
0
名

（
全
コ
ー
ス
事

前
申

込
・

先
着

順
）

事
前

予
約

制
の
高

校
生

限
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

、
講

義
や

ゼ
ミ

、
実

験
、

実
習
な
ど
を
大

学
で
実

際
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
り
近

い
形
で

経
験

で
き
ま
す

。
毎

年
、

北
海

道
か
ら
沖

縄
ま
で

全
国

各
地

か
ら
高

校
生

が

集
ま
っ
て
く
る
人

気
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す

。
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写
真

：
立

春
を

迎
え

朝
日

を
あ

び
る

理
学

部
本

館
　

特
集

C
O
N
T
E
N
T
S

特
集
「
理
学
を
選
ん
だ
理
由
」 

1

堀
口
健
雄
理
学
部
長
＆
学
生
に
よ
る
座
談
会
 

2

注
目
研
究
「
新
陳
代
謝
の
仕
組
み
を
持
つ
“
成
長
す
る
ゲ
ル
”
を
開
発
」

中
島
祐
 准

教
授
 

8

ヒ
ス
ト
リ
ー
「
理
学
部
の
雪
華
図
説
」

髙
橋
克
郎

さ
ん
 北

海
道
大
学
理
学
部
同
窓
会
 事

務
局
長

10

先
輩
に
聞
く
「
博
士
号
を
と
っ
た
上
で
、
自
分
は
何
が
で
き
る
か
考
え

続
け
て
く
だ
さ
い
」

関
根
（
松
永
）
由
可
里

さ
ん
 2

0
11

年
 理

学
部
化
学
科
 卒

業
 

1
1

学
生
の
活
躍
 

12

広
報
室
の
窓
か
ら
 

13

理
学

を
選

ん
だ

理
由

理
学

部
に

在
籍

し
て

い
る

学
生

は
99

5人
＊
。

夢
や

目
標

を
持

っ
て

北
大

に
入

学
し

、
2

年
次

か
ら

各
学

科
・

専
修

へ
配

属
さ

れ
勉

強
や

実
習

に
取

り
組

み
ま

す
。

そ
の

間
に

は
、

楽
し

い
こ

と
も

あ
れ

ば
、

悩
ん

で
立

ち
止

ま
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
で

し
ょ

う
。

今
回

は
堀

口
健

雄
理

学
部

長
と

学
部

3
年

生
の

座
談

会
を

通
し

て
、

飾
ら

な
い

彼
ら

彼
女

ら
の

「
い

ま
」

と
「

こ
れ

か
ら

」
を

紹
介

し
ま

す
。

＊
 2

～
4

年
生

の
合

計
：

20
19

年
5

月
1

日
の

集
計
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2堀 口 　 は じ め に 北 大 へ の 進 学 や 理 学 部 を 選 ん だ 理

由 、 そ し て 出 身 地 を 教 え て く だ さ い 。

大 野 　 大 阪 か ら 夏 の 「 オ ー プ ン キ ャ ン パ ス 」 に 訪 れ 、

キ ャ ン パ ス の 広 さ と 自 然 の 豊 か さ 、 歴 史 的 建 造 物 に

魅 力 を 感 じ て 、 北 大 で 学 び た い と 思 い ま し た 。 私 に

は 宇 宙 や 気 象 の 分 野 を 研 究 し た い と い う 夢 が あ り 、

そ の た め に は 物 理 の 学 び が 必 要 な の で 物 理 学 科 を 選

び ま し た 。

長 谷 部 　 大 学 生 活 を す る な ら 、 実 家 の あ る 東 京 と は

環 境 が 大 き く 変 わ る 北 海 道 で 一 人 暮 ら し を し た い と

考 え て い ま し た 。 大 野 さ ん も 言 っ て い ま し た が 、 広

大 な キ ャ ン パ ス で 学 生 生 活 を 送 っ て み た か っ た の で

す 。 学 科 は 物 理 学 に も 興 味 が あ り ま し た が 、 大 学 で

の 「 化 学 」 は 、 高 校 で 暗 記 事 項 だ っ た こ と に も 理 論

づ け が さ れ て い る こ と を 知 り 、 幅 広 い 分 野 を 扱 う 学

問 で も あ る こ と に 魅 力 を 感 じ て 化 学 科 を 選 択 し ま し

た 。
五 藤 　 愛 知 県 出 身 で す 。 高 校 の 時 か ら 動 物 の 行 動 生

態 に 興 味 が あ っ て 、 特 に 動 物 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

に 詳 し い 先 生 を 探 し て い た ら 、 北 大 に 相 馬 雅 代 先 生

が い る こ と を 知 り 、 生 物 科 学 科 を 選 び ま し た 。

浅 野 　 札 幌 の 隣 の 石 狩 市 出 身 で す 。 二 〇 〇 万 都 市 札

幌 の 中 心 に あ る 北 海 道 大 学 に 大 き な 憧 れ が あ り ま し

た 。 あ と 、 子 ど も の 頃 か ら 数 学 が 扱 う 世 界 が 好 き で 、

大 学 で さ ら に 学 び を 深 め た く 数 学 科 を 選 び ま し た 。

有 川 　 三 重 県 の 中 高 一 貫 校 に 通 っ て い て 、 中 等 部 三

年 次 に 入 っ た 天 文 部 で 、 宇 宙 に 強 い 関 心 を 持 ち ま し

た 。 ち ょ う ど そ の 頃 『 宇 宙 の 渚 ス ペ シ ャ ル 』 と い う

テ レ ビ 番 組 を 見 て 感 動 し 、 い ろ い ろ と 調 べ て み た ら 、

北 大 の 地 球 惑 星 科 学 科 で は フ ィ ー ル ド ワ ー ク を 通 し

て 多 く の こ と を 学 べ る こ と を 知 り 、 進 学 し た い と 思

い ま し た 。

佐 々 木 　 高 校 の 模 試 で 志 望 校 を 絞 る 時 に 悩 み ま し

た 。 ち ょ っ と 場 当 た り 的 で し た が 、 一 番 名 前 が 長 く

て 目 立 っ て い た 「 北 海 道 大 学 理 学 部 生 物 科 学 科 高 分

子 機 能 学 専 修 分 野 」 を 選 ん だ の が き っ か け で す 。 い

ま 振 り 返 る と 、 物 理 と 化 学 が 得 意 で 、 生 物 は 不 得 意

で し た 。 で も そ ん な 僕 が 生 物 の 分 野 に 進 ん だ ら 、 新

し い 何 か を 発 見 で き る か も し れ な い と 思 い ま し た 。

学 生 生 活 の 充 実

堀 口 　 理 学 部 へ 来 て か ら 一 年 半 ぐ ら い 経 ち ま す が 、

今 ど ん な 感 想 を 持 っ て い ま す か ？ で き れ ば 楽 し い 話

を 聞 か せ て く だ さ い 。

佐 々 木 　 二 年 生 の 後 半 く ら い か ら 、 や り た い こ と が

は っ き り し て き て 、 高 分 子 機 能 学 だ け は 自 ら 勉 強 す

る よ う に な り ま し た 。 最 近 、 専 門 分 野 を 学 ぶ こ と が

楽 し く 、 理 学 部 に 惹 か れ た 意 味 が 分 か っ て き ま し た 。

浅 野 　 今 は 、 数 学 の 基 礎 を 学 ん で い る 最 中 で す 。 「 あ

れ ？ こ の 表 現 っ て 、 別 の 授 業 で も 聞 い た な 」 と か 、「 全

く 関 係 無 い と 思 っ て い た け ど 、 実 は つ な が り が あ っ

て 、 同 じ 解 に 行 き 着 く の か 」 と い う 気 付 き が よ く あ

り ま す 。 数 学 は 楽 し い 、 と い う の が 素 直 な 感 想 で す 。

長 谷 部 　 理 学 部 に は 「 こ れ が 好 き 」「 こ れ を や り た い 」

と い う 信 念 を 持 っ て い る 人 が 多 い と 感 じ て い ま す 。

有 機 化 学 を ひ た す ら 勉 強 す る 人 も い る し 、 ア イ ヌ や

英 文 学 、 教 育 な ど 学 部 を 超 え た 関 心 を 持 ち な が ら 自

由 に 勉 強 を す る 人 も い ま す 。 周 り に 多 様 な 価 値 観 を

持 っ た 仲 間 が い る こ と は 、 自 分 の 成 長 の た め に 素 晴

ら し い 環 境 だ と 思 っ て い ま す 。

浅
野

 拓
己

（
あ

さ
の

 た
く

み
）

北
海

道
札

幌
手

稲
高

校
卒

業
。

趣
味

は
ギ

タ
ー

。

大
野

 梨
野

花
（

お
お

の
 り

の
か

）
大

阪
府

出
身

。
神

戸
女

学
院

高
等

学
部

卒
業

。
趣

味
は

野
球

観
戦

（
阪

神
タ

イ
ガ

ー
ス

に
限

る
）。

佐
々

木
 安

里
（

さ
さ

き
 あ

ん
り

）
札

幌
第

一
高

等
学

校
卒

業
。

趣
味

は
塗

り
絵

。

五
藤

 花
（

ご
と

う
 は

な
）

名
古

屋
大

学
教

育
学

部
附

属
高

等
学

校
卒

業
。

趣
味

は
バ

ー
ド

ウ
ォ

ッ
チ

ン
グ

、
写

真
撮

影
な

ど
。

有
川

 佳
奈

（
あ

り
か

わ
 か

な
）

三
重

県
出

身
。 

高
田

高
等

学
校

卒
業

。
趣

味
は

星
を

見
る

こ
と

、
ミ

ス
テ

リ
ー

物
を

読
む

こ
と

。

長
谷

部
 匡

敏
（

は
せ

べ
 ま

さ
と

し
）

千
代

田
区

立
九

段
中

等
教

育
学

校
卒

業
。

趣
味

は
軽

め
の

ハ
イ

キ
ン

グ
、

温
泉

巡
り

。

堀
口
理

学
部

長

＆

学
生

に
よ
る
座

談
会

理
学

を
選

ん
だ
理

由

北
海

道
大

学
理

学
部

へ
の

志
望

理
由

も
所

属
分

野
も

異
な
る

6
人

の
学

生
た

ち
に

大
学

生
活

や
将

来
へ

の
想

い
を

語
っ
て
も
ら

い
ま
し

た
。
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エ
ミ
ュ
ー
の
○
○

堀 口 　 普 段 は ど の よ う に 生 活 し て い ま す か 。

大 野 　 つ ま ら な い 答 え か も し れ ま せ ん が 、 バ イ ト も

サ ー ク ル 活 動 も せ ず に 、 勉 強 一 筋 で す 。 最 近 、 朝 は

図 書 館 に 行 き 、 授 業 の 時 に 理 学 部 棟 に 来 る 、 と い う

生 活 を し て い ま す 。

有 川 　 二 つ の サ ー ク ル に 所 属 し て い ま す 。 「 北 大 天

文 同 好 会 」 と 「 地 球 科 学 サ ー ク ル G R O U N D 」 で す 。

毎 週 、 メ ン バ ー が 持 ち 寄 っ た テ ー マ を も と に 勉 強 会

を 開 き ま す 。 天 文 同 好 会 で は 観 測 部 長 を し て い て 、

月 に 1 〜 2 回 、 晴 れ て な る べ く 新 月 に 近 い 日 を 狙 っ

て 星 を 観 に 行 き ま す 。 晴 れ る か ど う か は 2 〜 3 日 前

に な ら な い と 分 か ら な い の で 、 サ ー ク ル の 連 絡 網 に

「 明 日 、 観 測 に 行 き ま す ！ 」 と 言 っ て 、 集 ま っ た メ

ン バ ー で レ ン タ カ ー を 借 り て 行 き ま す 。

堀 口 　 星 を 観 に ど の 辺 り へ 行 く の で す か 。

有 川 　 支 笏 湖 や 中 山 峠 で 星 を き れ い に 観 る こ と が で

き ま す 。 あ と は 、 周 り に 街 灯 が 無 い よ う な 、 道 路 ぎ

わ の 待 避 所 な ど も 穴 場 で す 。 冬 に は 流 星 群 を 観 に 行

き ま す が 、 道 東 し か 晴 れ な い こ と が 多 く 、 雪 道 を ひ

た す ら 車 で 走 っ て 、 マ イ ナ ス 20 ℃ の 中 で 望 遠 鏡 を 組

み 立 て る…… な ん て こ と も し ま す 。

実 習 で 得 ら れ る も の と は

堀 口 　 み な さ ん 、 と て も ポ ジ テ ィ ブ に 時 間 を 過 ご し

て い る よ う で 、 嬉 し く 思 い ま す 。 実 習 は い か が で し ょ

う 。 フ ィ ー ル ド に 出 た 時 の 感 想 を 教 え て く だ さ い 。

五 藤 　 フ ィ ー ル ド 実 習 を 心 が け て 多 く 履 修 し て い ま

す 。 一 番 の 思 い 出 は 厚 岸 の 臨 海 実 験 所 で す 。 宿 舎 は

町 中 か ら 離 れ て い る の で 「 歩 い て コ ン ビ ニ に は 行 け

な い よ 」 と 言 わ れ て い ま し た 。 実 際 、 宿 舎 は 崖 の 真

下 に あ っ て 驚 き ま し た 。 そ こ で 一 週 間 、 船 に 乗 っ た

り 、 磯 に い る 生 物 を 採 取 し て そ の 多 様 性 を 調 べ た り

し ま す 。 「 解 剖 す る も よ し 、 写 真 を 撮 っ て 色 の 違 い を

見 て も よ し 、 好 き な よ う に 観 察 し て く だ さ い 」 と 言

わ れ て 、 自 由 に 活 動 で き ま し た 。 私 は 甲 殻 類 の 観 察

を し た か っ た の で 、 ヤ ド カ リ を 殻 か ら 出 す な ど 試 行

錯 誤 を 繰 り 返 し ま し た が 、 思 う よ う に い か ず 苦 労 し

ま し た 。

堀 口 　 室 内 で 行 う 実 習 は ど う で し ょ う 。

長 谷 部 　 化 学 は 実 験 を 中 心 と す る 学 問 な の で 、 学 生

実 験 で も 有 機 化 学 系 、 物 理 化 学 系 、 生 物 化 学 系 と 様 々

な ジ ャ ン ル の 実 験 を 行 っ て い ま す 。 扱 う サ ン プ ル の

種 類 や 手 法 は 多 様 で す が 、 実 験 手 順 ・ 原 理 の 意 味 や 、

よ い 結 果 を 得 る た め の 工 夫 点 を 自 分 な り に 考 え 、 調

べ た り 、 友 だ ち と 議 論 し た り す る と 、 視 野 が 広 が っ

て い く 感 じ が し ま す 。

佐 々 木 　 高 分 子 は 、 物 理 と 化 学 、 生 物 と の 融 合 な の

で 、 顕 微 鏡 を 使 っ た 観 察 、 有 機 化 学 の 実 験 で よ り よ

い 結 果 を 求 め る 実 習 、 D N A を 増 や す 実 習 、 と 何 で

も や り ま す 。 実 習 に は 自 由 度 が 無 く て 、 手 順 書 通 り

に 行 っ て 結 果 を 出 し ま す 。 レ ポ ー ト を 書 き な が ら 、

手 順 書 の 意 味 を 理 解 す る 楽 し み は あ り ま す が……

レ ポ ー ト を 書 く の は 辛 い で す （ 笑 ） 。

堀 口 　 一 番 印 象 に 残 っ た 実 験 を 一 つ 挙 げ る と し た

ら 、 何 で す か 。

佐 々 木 　 細 胞 表 面 に つ い て い る 糖 鎖 を 集 め る 実 験 が

楽 し か っ た で す 。 ど ん な 発 想 か ら こ の 実 験 が 生 ま れ 、

そ の 先 に 繋 が る 研 究 の 可 能 性 を 考 え る と こ ろ が 面 白

か っ た で す 。

新 渡 戸 カ レ ッ ジ と 留 学

堀 口 　 五 藤 さ ん 、 新 渡 戸 カ レ ッ ジ （ ＊ 1 ） を 履 修 し た

感 想 を 教 え て く だ さ い 。

五 藤 　 多 く の こ と を 学 ぶ 機 会 を い た だ き ま し た 。 こ

の 夏 （ 2 0 1 9 年 ） 、 ア ラ ス カ に 短 期 留 学 し 、 生 態 系 、

野 生 動 物 管 理 に つ い て 学 ん で き ま し た 。 最 終 日 の プ

レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の 時 に 、 外 国 の 研 究 者 と 意 見 交 換

を し た ら 、 い ま ま で の 勉 強 を 客 観 視 で き た り 、 新 し

い 発 見 が あ っ た り し て 、 有 意 義 に 過 ご す こ と が で き

ま し た 。 2 週 間 の 滞 在 中 は フ ィ ー ル ド ワ ー ク が 多 く 、

森 林 の 生 態 サ イ ク ル を 学 び な が ら 、 そ の 場 で 現 象 を

見 る こ と が で き ま し た 。 リ ア ル な 体 験 が フ ィ ー ル ド

ワ ー ク の 醍 醐 味 だ と 感 じ ま し た 。

堀 口 　 大 野 さ ん も 留 学 を 検 討 し て い る そ う で す ね 。

大 野 　 は い 。 私 は 欧 米 に 憧 れ を 持 っ て い ま す 。 そ し

て 、 物 理 の 中 で も 宇 宙 物 理 を 学 び た い で す 。 宇 宙 や

気 象 の 研 究 を 、 海 外 に 行 っ て 様 々 な 文 化 に 触 れ な が

ら 学 ん で み た い で す 。

＊ 1 　 新 渡 戸 カ レ ッ ジ ： 北 海 道 大 学 12 学 部 で の 教 育 に プ ラ ス し

て 、 グ ロ ー バ ル 社 会 で 活 躍 す る た め に 必 要 な ス キ ル と マ イ ン ド

を 身 に つ け る 学 部 横 断 的 教 育 カ リ キ ュ ラ ム 。

堀 口 理 学 部 長 へ の 質 問

佐 々 木 　 堀 口 先 生 が 僕 た ち 学 生 に 求 め て い る こ と は

何 で し ょ う か 。

堀 口 　 理 学 と い う の は 、 自 分 の 好 奇 心 に 基 づ い て 自

然 の 謎 、 数 理 の 謎 を 解 く と い う 学 問 で す 。 「 な ぜ ？ 」

を 発 見 し 、 解 決 方 法 を 考 え 、 解 を 見 つ け 出 す 能 力 を

身 に つ け て ほ し い と 期 待 し て い ま す 。 学 科 に よ っ て

扱 う テ ー マ は 違 い ま す が 、 基 本 的 な 姿 勢 は 同 じ で す 。

問 題 探 求 能 力 や 、 解 決 能 力 と い う の は 、 社 会 に 出 た

と き に も 非 常 に 役 に 立 つ の で 、 理 学 部 に い る 間 に

し っ か り 鍛 え て く だ さ い 。

有 川 　 理 学 部 で 自 然 の 謎 の 解 明 を 目 指 し て 学 ぶ う ち

に 、 「 科 学 っ て 何 だ ろ う ？ 」 と 考 え 込 む こ と が あ り

ま す 。 先 人 た ち が 培 っ て き た 知 識 が 間 違 っ て い る と

は 思 い ま せ ん が 、 一 方 で 科 学 は 絶 対 で は な い と 感 じ

る 時 も あ り ま す 。 先 生 は ど の よ う に 科 学 と 向 き 合 っ

て 研 究 を さ れ て い る の で し ょ う か 。
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堀 口 　 「 巨 人 の 肩 の 上 に 立 つ 」 と い う 言 葉 が あ り ま

す 。 そ れ ま で 積 み 上 げ ら れ て き た 知 識 体 系 を 理 解 し 、

さ ら に 解 ら な い こ と を 追 及 す る 、 と い う こ と の 繰 り

返 し で は な い で し ょ う か 。 先 人 の 実 績 が 必 ず 正 し い

わ け で は な い の で 、 積 み 上 げ ら れ て き た 科 学 へ の 問

い か け も 行 い ま す 。 新 た な 発 見 が あ る と 、 こ れ ま で

の 知 識 体 系 が 一 段 積 み 上 が り 、 そ れ が 人 類 共 通 の 財

産 に な り ま す 。 そ れ が す ぐ 社 会 の 役 に 立 つ か ど う か

は 別 と し て 、 そ の 知 識 体 系 を 増 や す 社 会 貢 献 が 科 学

の 意 義 だ と 思 い ま す 。

一 年 次 の 過 ご し 方

堀 口 　 有 川 さ ん は A O 入 試 （ ＊ 2 ） で 入 学 し ま し た が 、

一 年 生 の 時 ど の よ う に 過 ご し ま し た か 。

有 川 　 学 科 60 人 中 、 一 年 次 か ら 進 む 学 科 が 決 ま っ て

い た の は A O 入 試 で 入 っ て き た 5 名 と 後 期 入 試 （ ＊ 3 ）

の 5 名 を 合 わ せ て 計｠ 10 名 で し た 。 少 な い 仲 間 で す

が 、 地 球 惑 星 科 学 に 関 す る 興 味 あ る 話 題 を た く さ ん

共 有 で き て 楽 し か っ た で す 。 さ ら に 、 基 礎 的 な 勉 強

を し た り 、 そ れ に 関 連 す る 本 を 図 書 館 で 借 り て 読 ん

だ り 、 や り た い こ と に 対 し て 使 え る 時 間 や 気 持 ち の

余 裕 が あ っ て 良 か っ た と 思 っ て い ま す 。

堀 口 　 大 野 さ ん は 総 合 理 系 （ ＊ 4 ） で 入 学 し ま し た ね 。

い か が で し た か

大 野 　 入 学 時 か ら 物 理 学 科 か 地 球 惑 星 科 学 科 に 行 く

と 決 め て い ま し た 。 で す か ら 、 有 川 さ ん と 同 様 に 、

自 分 の 時 間 を 作 っ て 、 高 校 で 不 足 し て い た 物 理 の 勉

強 に 集 中 し ま し た 。

堀 口 　 後 期 入 試 の 浅 野 君 は 、 一 年 次 を ど の よ う に す

ご し ま し た か 。

浅 野 　 大 学 の 授 業 を 受 け て 、 そ の あ と 塾 の バ イ ト に

行 き 一 日 を 終 え る 生 活 を し て い ま し た 。 教 職 課 程 を

取 っ て い た の で 、 教 育 学 系 の 授 業 も 数 多 く 履 修 し 、

幅 広 い 分 野 を 知 る こ と が で き た こ と は 良 か っ た で す 。

＊ 2 　 A O 入 試 ： 受 験 生 の 能 力 や 資 質 を 多 面 的 に 評 価 す る 入 試

制 度 。 理 学 部 は 学 科 別 に 募 集 。 二 年 次 以 降 に 合 格 し た 学

科 に 進 級 す る こ と が 決 ま っ て い る 。

＊ 3 　 後 期 入 試 ： 一 般 入 試 ・ 後 期 日 程 。 学 部 別 入 試 で 行 わ れ 、

理 学 部 は 学 科 （ 専 修 分 野 ） 別 に 募 集 。 A O 入 試 と 同 様 、

二 年 次 以 降 に 合 格 し た 学 科 に 進 級 す る こ と が 決 ま っ て い

る 。

＊ 4 　 総 合 理 系 ： 一 般 入 試 ・ 前 期 日 程 、 総 合 入 試 枠 （ 理 系 ） で

受 験 し 、 入 学 し た 者 の 一 年 次 の 総 称 。 入 学 後 に 、 二 年 次

以 降 の 所 属 学 部 ・ 学 科 な ど を 決 め る 。

学 部 で の 学 び の 「 そ の さ き 」

堀 口 　 学 部 を 卒 業 し た 先 を ど の よ う に 考 え て い る

か 、 聞 か せ て く だ さ い 。

佐 々 木 　 高 分 子 は 研 究 室 配 属 が 早 く て 、 三 年 生 の 冬

タ ー ム （ 12 月 ） か ら 研 究 室 に 入 り ま す 。 配 属 先 が 希

望 通 り い け ば 大 学 院 に 進 み た い の で す が 、 修 士 で 終

え る か 博 士 ま で 行 く か ま だ 悩 ん で い る と こ ろ で す 。

有 川 　 地 球 惑 星 科 学 科 の 研 究 室 配 属 は 四 年 生 に な っ

て か ら な の で 、 ま だ 決 め て い ま せ ん 。 最 初 は 宇 宙 関

係 の 研 究 室 に 行 き た い と 思 っ て い ま し た が 、 様 々 な

分 野 を 学 ぶ 中 で 、 地 質 の 研 究 も 楽 し そ う で 、 迷 っ て

い る と こ ろ で す 。 大 学 院 ま で 行 き た い と 思 っ て い ま

す が 、 博 士 に は 進 ま ず に 、 自 分 が 理 学 部 で 学 ん だ 経

験 を 生 か し た 上 で 、 科 学 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 実 践

で き る 職 に 就 き た い と も 考 え て い ま す 。

浅 野 　 大 学 院 へ 行 き た い の で す が 、 修 士 で 終 え る か

博 士 ま で 進 む か は 決 め て い ま せ ん 。 そ の 後 は 高 校 の

教 員 に な り た い で す 。 い ま は 、 自 分 が ど れ だ け 数 学

の 研 究 を や れ る か 分 か り ま せ ん が 「 教 員 に な り た い 」

と い う 気 持 ち だ け は 強 く 持 っ て い ま す 。

五 藤 　 博 士 ま で 進 み た い で す 。 た だ 、 行 動 生 態 学 の

勉 強 は 楽 し い の で す が 、 研 究 を 続 け る と 、 辛 い こ と

や 大 変 な こ と も あ る と 思 い ま す 。 修 士 で 学 ん だ 後 で 、

博 士 課 程 に 進 学 し 研 究 職 を 目 指 す か 考 え て み ま す 。

長 谷 部 　 こ れ か ら 各 研 究 室 を 見 学 し て 配 属 先 を 決 め

ま す 。 特 に 、 武 次 徹 也 先 生 を は じ め と す る 、 計 算 化

学 系 の 研 究 室 に 興 味 を 持 っ て い ま す 。 四 年 生 の 一 年

間 だ け で は 研 究 期 間 が 短 い た め 、 化 学 科 は 修 士 に 進

学 す る 学 生 が 多 い で す 。 最 近 、 分 野 ご と に 学 ん だ 知

識 や 考 え 方 が 自 分 の 中 で 体 系 化 さ れ て い る と い う 実

感 が あ る の で 、 そ れ を 深 め な が ら 進 学 に つ い て 考 え

た い で す 。

大 野 　 博 士 課 程 ま で 進 み た い と 思 っ て い ま す が 、 物

理 に 残 る か 地 球 惑 星 系 に 移 る か と い う 悩 み が あ り ま

す 。 物 理 学 科 の 先 輩 か ら 、 勉 強 と 研 究 の 違 い を 聞 き

ま し た 。 ま ず は 研 究 室 に 配 属 さ れ て か ら 、 今 後 の こ

と を 決 め た い で す 。

「 一 日 一 発 見 」 の 勧 め

堀 口 　 今 日 は 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 皆 さ ん が

前 向 き な 学 生 生 活 を 送 っ て い る 様 子 を 知 る こ と が で

き ま し た 。 こ れ か ら 研 究 室 に 入 っ て 、 研 究 に 携 わ っ

て い く 中 で 、 大 変 な こ と も あ る と 思 い ま す 。 し か し 、

そ の 先 で 、 今 ま で 誰 も 気 づ か な か っ た 知 見 に 出 会 い 、

成 果 を 残 せ る か も し れ ま せ ん 。 み な さ ん の 活 躍 が 楽

し み で す 。

　 最 後 に み な さ ん へ 伝 え た い メ ッ セ ー ジ が あ り ま

す 。 そ れ は 「 一 日 一 発 見 」 の 勧 め で す 。 他 の 人 が 知 っ

て い る か ど う か は 関 係 な く 、 一 日 ひ と つ は 自 分 自 身

に と っ て の 新 し い 発 見 を し よ う で は な い か 、 と い う

事 で す 。 そ れ は 、 論 文 を 読 ん で 理 解 す る 気 付 き で も

構 い ま せ ん し 、 実 験 中 に 得 た 気 付 き で も 構 い ま せ ん 。

そ の よ う に 、 毎 日 新 し い こ と に 出 会 う と 成 長 し ま す

し 、 小 さ な 発 見 の 積 み 重 ね の 研 究 生 活 の 中 で 、 あ る

日 、 本 当 に 世 界 で 初 め て の 発 見 に 出 会 う か も し れ ま

せ ん 。 そ の た め に は 、 論 文 を 読 み 、 ジ ャ ン ル を 問 わ

ず 読 書 を し 、 手 を 動 か し て 実 験 を す る な ど 実 践 を 重

ね て く だ さ い 。 実 践 な し で 発 見 は あ り ま せ ん 。 そ し

て 、 ぜ ひ 「 一 日 一 発 見 」 を 続 け な が ら 学 生 生 活 を 送 っ

て く だ さ い 。
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新
陳

代
謝

の
仕

組
み

を
持

つ

“
成

長
す

る
ゲ

ル
” を

開
発

生 物 科 学 科 ・ 高 分 子 機 能 学 の ソ フ ト ＆ ウ ェ ッ ト マ タ ー 研 究 室 で は

ダ ブ ル ネ ッ ト ワ ー ク ゲ ル （ 以 下 D N ゲ ル ） を 使 っ た 研 究 を し て い ま

す 。 同 研 究 室 の 中 島 祐 准 教 授 が 扱 う 分 野 は 、 材 料 化 学 、 高 分 子 ・ 繊

維 材 料 、 高 分 子 ゲ ル 。 「 現 象 を 数 式 で 表 せ た ら 面 白 い と 感 じ る か ら 、

自 分 は 材 料 科 学 者 の 中 で も 物 理 寄 り の タ イ プ か な 」 と 自 己 紹 介 し て

く れ ま し た 。

神 奈 川 県 出 身 。 北 の 大 地 に 憧 れ て 北 海 道 大 学 へ の 進 学 を 決 意 し ま

し た 。 「 で も 、 北 大 で は 何 を 学 べ る の だ ろ う ？ 」 と 考 え て い た 時 に 、

予 備 校 の 雑 誌 に 目 が と ま り ま し た 。 誌 面 に は 「 北 大 は ハ イ ド ロ ゲ ル

の メ ッ カ 」 と あ り ま し た 。 ハ イ ド ロ ゲ ル と は ゼ リ ー の よ う に 水 を 含

ん だ 柔 ら か い 素 材 を 指 し ま す 。 も と も と 柔 ら か い 物 質 に 興 味 が あ っ

た の で 迷 わ ず 生 物 科 学 科 高 分 子 機 能 学 を 目 指 す こ と に し ま し た 。 ↘

新 陳 代 謝 の 仕 組 み を 取 り 入 れ た 、 世 界 初 の 成 長 す る 人 工 素 材

人 工 素 材 は 使 え ば 使 う ほ ど 劣 化 し て 、 最 終 的 に は 壊 れ て し ま い ま

す 。 し か し 、 人 間 の 筋 肉 は 、 鍛 え る ほ ど 強 く 大 き く な っ た り 、 受 け

た 傷 を 修 復 し た り し な が ら 成 長 し ま す 。 今 回 、 中 島 さ ん ら の グ ル ー

プ が 開 発 し た D N ゲ ル は 、 生 体 の 新 陳 代 謝 の 仕 組 み を 取 り 入 れ た 、

世 界 初 の 成 長 す る 人 工 素 材 な の で す 。 D N ゲ ル は 、 硬 い 一 方 で 壊 れ

や す い も の と よ く 伸 び る も の の 2 種 類 の 網 目 を 組 み 合 わ せ る こ と で

生 ま れ ま し た 。 水 分 は 90 ％ も 含 ま れ て い ま す 。 し か し 、 刃 物 を 当 て

て も 切 れ ず 、 重 い も の を 乗 せ て も つ ぶ れ ま せ ん 。

D N ゲ ル が 外 部 か ら 力 を 受 け た 時 に 、 内 部 で ど の よ う な 現 象 が 起

き て い る の で し ょ う か ？ 　 ま ず 硬 い 一 方 で 壊 れ や す い 網 目 に 亀 裂 が

生 じ ま す 。 こ の と き 、 よ く 伸 び る 網 目 が 壊 れ た 網 目 を 取 り 囲 み ま す 。

そ れ に よ っ て 亀 裂 は 進 行 せ ず 、 む し ろ 多 く の 小 さ い 亀 裂 が 生 じ ま す 。

こ れ ら 多 く の 亀 裂 に よ っ て ゲ ル に 加 え ら れ た 力 が 分 散 さ れ 、 逆 に

D N ゲ ル は 強 度 を 保 つ の で す 。 こ こ で い う 強 度 と は 、 材 料 を 引 っ 張 っ

て 壊 す た め に 必 要 な 力 の こ と で す （ 引 張 強 度 ） 。

「 成 長 す る ゲ ル 」 の 開 発 は 、

中 島 さ ん の 元 で 研 究 を し て い

た 松 田 昂 大 さ ん （ 当 時 博 士 課

程 3 年 ） の 「 D N ゲ ル の 高 強

度 化 メ カ ニ ズ ム を 化 学 的 に い

か せ な い か ？ 」 と い う 発 想 が

き っ か け で 前 進 し ま し た 。 そ

し て 、 議 論 と 研 究 を 進 め る う

ち に D N ゲ ル は 生 物 の よ う に

成 長 で き る 材 料 で あ る こ と を

発 見 し た の で す 。

生 物 は 新 陳 代 謝 に よ っ て 変

化 し て い き ま す 。 筋 肉 の 場 合 、

次 の 3 つ が 新 陳 代 謝 の 主 要 素 （ と 具 体 例 ） で す 。 一 方 、 人 工 材 料 で

は 栄 養 の 取 り 込 み や 構 造 の 変 化 が 起 き な い の で 、 新 陳 代 謝 は 起 こ り

ま せ ん 。

1 　 栄 養 の 取 り 込 み （ ア ミ ノ 酸 の 取 り 込 み ）

2 　 元 の 構 造 の 分 解 ・ 破 壊 （ ト レ ー ニ ン グ に よ る 筋 繊 維 の 部 分 的 破

断 ）

3 　 元 の 構 造 の 破 壊 が 引 き 起 こ す 、 新 た な 構 造 の 合 成 （ 筋 肉 の 再 生 ・

強 化 ）

筋 肉 の 成 長 と 同 じ よ う な 現 象 を 産 み 出 す

D N ゲ ル は 、 モ ノ マ ー （ ゲ ル に と っ て の 栄 養 ） が 入 っ た 水 溶 液 に

浸 さ れ る こ と で 、 栄 養 を 取 り 込 む こ と が で き ま す 。 モ ノ マ ー を 取 り

込 ん だ D N ゲ ル を 引 っ 張 る と 、 D N ゲ ル の 中 で 微 小 な 亀 裂 が た く さ

ん 発 生 し 、 ラ ジ カ ル と よ ば れ る 化 学 種 が 大 量 に 発 生 し ま す 。 ラ ジ カ

ル に は モ ノ マ ー を 高 分 子 に 変 化 さ せ る 作 用 が あ る た め 、 発 生 し た ラ

ジ カ ル と 取 り 込 ん だ モ ノ マ ー に よ っ て D N ゲ ル 内 に 新 し い 網 目 状 高

分 子 が 作 ら れ る の で す 。

モ ノ マ ー を 取 り 込 ん だ D N ゲ

ル を 引 っ 張 っ た 後 で 性 質 を 計 測

す る と 、 引 張 強 度 は 元 の 1.5 倍 、

硬 さ は 最 大 23 倍 に な っ て い ま

し た 。 さ ら に 、 モ ノ マ ー の 約

90 ％ が 化 学 反 応 に 使 わ れ 、 網

目 構 造 の 重 量 は 86 ％ も 増 え て

い ま し た 。 ま さ に 、 ト レ ー ニ

ン グ に よ る 筋 肉 の 成 長 と 同 じ

よ う な 現 象 が 起 き た と い え ま

す 。
こ の よ う に 、「 成 長 す る ゲ ル 」

は 人 工 材 料 で あ り な が ら 、 生

物 の よ う な 新 陳 代 謝 の 仕 組 み を 取 り 入 れ た 世 界 初 の 物 質 と な っ た の

で す 。 こ の 結 果 を ま と め た 論 文 は 学 術 誌 Science に 掲 載 さ れ 、 世 界

中 か ら 大 き な 注 目 を 集 め ま し た 。

し か し 課 題 も あ り ま す 。 D N ゲ ル を 何 度 も 引 っ 張 り 続 け る と 、 成

長 の 限 界 が き て 、 硬 化 し て し ま い ま す 。 今 後 は 与 え る モ ノ マ ー の 性

質 を 途 中 で 変 化 さ せ る こ と で 、 成 長 を 続 け 、 機 能 が よ り 向 上 し て い

く ア ク テ ィ ブ な 素 材 を 作 る の が 目 標 で す 。

手 を 動 か し 続 け て ほ し い

中 島 さ ん は 小 さ い こ ろ か ら も の づ く り が 好 き で 、 小 学 生 時 代 か ら

料 理 を 作 っ た り 、 中 学 ・ 高 校 で は 部 活 の オ ー ケ ス ト ラ で 楽 器 の 台 を

自 作 し て み た り す る な ど 、 手 を 動 か し て き ま し た 。 自 分 の 力 で 作 り

上 げ 、 極 め た い 性 格 が あ っ た か ら こ そ 、 こ こ ま で 研 究 を 続 け る こ と

が で き ま し た 。

研 究 は 常 に う ま く い く と は 限 り ま せ ん 。 中 島 さ ん は 、 思 い ど お り

に 進 ま な い 時 は 、 潔 く 諦 め て 別 の 方 法 を 考 え て み よ う と 気 持 ち を 切

り 替 え て 、 研 究 の 前 進 ・ 深 化 に 臨 む そ う で す 。

「 こ れ か ら 大 学 を 目 指 す 若 い 方 に は 、 勉 強 だ け で は な く 、 感 性 や

好 奇 心 も 大 切 に し て ほ し い 」 と 中 島 さ ん は 言 い ま す 。 小 さ な ひ ら め

き や 気 づ き を 大 事 に し て 、 手 を 動 か し 続 け て ほ し い と 、 未 来 の 研 究

者 に 希 望 を 託 し て い ま す 。 生 物 の 持 っ て い る 力 に ヒ ン ト を 得 て 、 中

島 さ ん が D N ゲ ル で さ ら に 大 き な 技 術 革 新 を 起 こ す 日 は そ う 遠 く は

な さ そ う で す 。

紹 介 し た ゲ ル に つ い て の 論 文 は こ ち ら

T. Matsuda, R. Kawakami, R. Namba, T. Nakajima, J. P. Gong,

“Mechanoresponsive Self-growing Hydrogels Inspired by Muscle Training” ,

Science, 363(6426), 504-508 (2019).

https://science.sciencemag.org/content/363/6426/504.abstract
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自 分 は 何 が で き る か を

考 え 続 け て く だ さ い

関 根 ︵ 松 永 ︶ 由 可 里 さ ん

理 学 部 の 雪 華 図 説

「 雪 華 図 説 」 と は 、 江 戸 時 代 後 期 に 古 河 藩 主 （ 茨 城 県 古 河 市 ） が 雪 の 結

晶 を 観 察 し 、 そ の 模 写 図 と 研 究 内 容 を 記 載 し た 自 然 科 学 書 で す が 、 理 学

部 に も 中 谷 宇 吉 郎 が 作 成 し た 「 雪 華 図 説 」 が あ り ま す 。 彩
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中 谷 宇 吉 郎 は 、 自 ら が 観 察 し た 雪 の 結 晶 の 写 真

と 古 川 藩 主 の 模 写 図 を 比 較 し 、 当 時 の 研 究 が 優

れ た も の で あ る と 語 っ て い ま す 。 そ し て 、 こ の 事 実 に

感 銘 を 受 け た 中 谷 は 、 自 身 の 研 究 主 題 で あ る 「 雪

の 結 晶 」 を 昭 和 36 年 、 墨 絵 に 仕 上 げ ま し た 。 そ の 後 、

こ の 墨 絵 は 複 製 さ れ 、 昭 和 54 年 （ 理 学 部 創 立 50

周 年 の 前 年 ） に 中 谷 の 妻 か ら 寄 贈 さ れ ま し た 。 現

在 は 「 科 学 者 の 眼 と 芸 術 家 の 心 が 一 つ に 融 合 し た

絵 画 」 と し て 、 理 学 部 本 館 （ 総 合 博 物 館 ） 一 階

の 「 中 谷 宇 吉 郎 展 示 室 」＊ に 保 管 さ れ て い ま す 。

墨 絵 に は 、 六 角 形 の 板 状 の 他 に 、 鉛 筆 の よ う な

柱 状 の も の 、 つ づ み 形 の も の な ど が あ り 、 計 19 種 類

の 雪 の 結 晶 が 描 か れ て い ま す 。 雪 の 結 晶 に 同 一 の 形

は 二 つ と し て な い と い わ れ 、 中 谷 が 観 察 し た 雪 の 結

晶 の 写 真 は 実 に 三 千 枚 に も お よ ぶ そ う で す 。

展 示 室 に は 、 中 谷 と 弟 子 た ち が 実 験 等 に 使 用 し

た ス キ ー も 飾 ら れ て い ま す 。 こ の ス キ ー は 長 さ

1 2 3 ㎝ 、 幅 20 ㎝ で 、 ス キ ー と い う よ り は ス ノ ー ボ ー

ド を コ ン パ ク ト に し た 形 で 、 裏 面 に 3 本 の 溝 が あ り 、

芳 賀 ス キ ー 製 で あ る こ と を 示 す 刻 印 が あ り ま す 。

展 示 さ れ て い る ス キ ー は 片 方 の み で 、 も う 片 方 は

中 谷 と ゆ か り の あ る 大 分 県 湯 布 院 の 老 舗 旅 館 、 亀

の 井 別 荘 の 「 雪 安 居 （ せ つ あ ん ご ） 」 に 扁 額 と し て

掲 げ ら れ て い ま す 。 「 雪 安 居 」 は 中 庭 に あ る 茶 室 風

の 建 物 で す が 、 こ れ は 、 旅 館 の 社 長 が 中 谷 の 甥 で あ っ

た こ と か ら 、 東 京 ・ 原 宿 に あ っ た 中 谷 の 住 ま い の 一

部 を 移 築 し て 保 存 し た も の で す 。

な お 、 こ の 扁 額 の 書 は 、 茅 誠 司 （ 初 代 理 学 部

教 授 、 後 の 東 大 総 長 ） の 揮 毫 に よ る も の で す 。

茅 の 話 に よ る と 、 中 谷 の 雪 の 研 究 は 、 着 任 し た

昭 和 5 年 の 暮 れ に 実 験 器 具 等 を 作 る 施 設 へ 行 く 途

中 の 寒 い 渡 り 廊 下 で 、 降 っ て き た 雪 片 の 写 真 を 撮 っ

た こ と か ら 始 ま っ た そ う で す 。 そ こ に 写 る 雪 の 結 晶

か ら 天 空 の 気 象 状 態 を 知 ろ う と い う 構 想 が 起 こ り 、

こ れ が 「 雪 は 天 か ら の 使 者 で あ る 」 と い う 考 え に 至 っ

た の で し ょ う 。

気 象 条 件 （ 主 と し て 気 温 と 水 の 蒸 気 圧 ） を 変

え て 、 ど の よ う な 雪 の 形 が で き る か を 確 認 す る た め

に 、 低 温 室 を 作 り 人 工 雪 の 製 作 に 取 り 組 み ま し た 。

こ の 研 究 が 核 と な っ て 低 温 研 究 所 が 作 ら れ 、 現 在

の 低 温 科 学 研 究 所 と な り 、 今 な お 低 温 下 で の 様 々

な 研 究 が 続 い て い る の で す 。

＊ 展 示 室 は 常 設 展 示 で は あ り ま せ ん の で ご 了 承 く

だ さ い 。

経 歴 　 2 0 1 1 年 理 学 部 化 学 科 卒 業 ／ 2 0 1 6 年 大 学 院 総 合 化 学 院 博 士 課 程 修 了 。 博 士 ︵ 理 学 ︶

　 現 在 ラ イ オ ン 株 式 会 社 研 究 開 発 本 部 先 進 解 析 科 学 研 究 所

北 海 道 大 学 理 学 部 同 窓 会 　 事 務 局 長 　 髙 橋 克 郎

北 大 へ の 憧 れ も あ り 進 学 を 考 え て い た 高 校 3 年 生 の

時 、 北 大 生 が 普 段 ど の よ う に 生 活 し て い る の か を 見 る

た め に 、 あ え て オ ー プ ン キ ャ ン パ ス に は 参 加 せ ず 北 大

を 訪 れ た こ と が あ り ま し た 。 こ ん な に 広 々 と し た 敷 地

に 、 新 旧 の 建 物 が 織 り 交 ざ る 素 敵 な 環 境 の 中 で 学 ん で

み た い 。 他 大 学 も 見 学 し て き た け れ ど 、 や っ ぱ り 一 番

自 分 に 合 う の は 北 大 ！ と い う 気 持 ち が 強 ま り 、 志 望 学

部 を 薬 学 部 に 決 め 受 験 し ま し た 。

人 の 役 に 立 て る 仕 事 に 就 き た い と い う 考 え や 、 患 者 さ

ん と 関 わ る 仕 事 に 就 き た い と 考 え て い た こ と 、 化 学 の

実 験 が 好 き だ っ た と い う 理 由 か ら 薬 剤 師 を 目 指 し て い

ま し た 。 と こ ろ が 2 年 間 の 浪 人 生 活 を 送 る こ と に な り 、

そ の 間 に ﹁ な ぜ 自 分 は 薬 学 部 志 望 だ っ た の か ？ ﹂ ﹁ 本 当

に や り た い こ と っ て 何 ？ ﹂ と 考 え 始 め ま し た 。 そ の 結 果 、

﹁ ヒ ト の 生 体 機 能 を 化 学 と つ な げ て 、 病 気 な ど で 苦 し ん

で い る 人 を 助 け ら れ る の で は ？ ﹂ と 考 え が 至 り 、 現 象

の 原 理 か ら 学 べ る 理 学 部 化 学 科 へ 進 路 変 更 し ま し た 。

修 士 課 程 の 短 期 留 学 中 に 多 く の ア カ デ ミ ア で 働 く 女

性 と 話 し て か ら 、 修 士 取 得 後 の 進 路 を 考 え た 時 、 就 職

活 動 を せ ず に 博 士 課 程 へ 進 学 す る の も 、 ひ た す ら 就 職

活 動 を す る の も 、 嫌 だ と 思 い ま し た 。

そ こ で 、 企 業 は 博 士 を ど の よ う に 認 識 し 、 人 材 活 用

し よ う と し て い る の か を 知 る た め 、 複 数 社 の 企 業 の 人

事 担 当 者 に 博 士 人 材 に つ い て 聞 い て み る こ と に し ま し

た 。 多 く の 話 を 聞 く 中 で ﹁ 博 士 号 を と っ た 上 で 、 自 分

は 何 が で き る か を 考 え 続 け て く だ さ い ﹂ と 博 士 号 を 持

つ 人 事 担 当 者 に 言 わ れ た こ と が 最 も 心 に 響 き ま し た 。

﹁ 世 界 中 の 人 た ち が 必 要 と す る 化 学 製 品 を 届 け た い ﹂ と

い う 思 い を 叶 え る に は 博 士 号 は 必 須 と わ か っ た の で す 。

博 士 課 程 で も 多 く の こ と を 学 び 、 就 活 の 時 期 に ﹁ 赤 い

糸 会 ﹂ と い う 北 大 の 人 材 育 成 本 部 が 主 催 す る 企 業 と の 交

流 会 に 参 加 し 、 ラ イ オ ン 株 式 会 社 に 出 会 い ま し た 。 そ こ

で ラ イ オ ン が 大 切 に し て い る 想 い や 使 命 に 触 れ 、 感 銘 を

受 け ま し た 。 ﹁ 自 分 は こ こ に 就 職 す る ！ ﹂ と 決 心 し 、 ラ

イ オ ン の 研 究 人 事 担 当 者 が 来 る イ ベ ン ト を 狙 っ て 出 席

し 、 自 分 を ア ピ ー ル し ま し た 。 ま た 、 視 察 に 行 っ て そ こ

で 働 く 自 分 を イ メ ー ジ し た り 、 研 究 者 と し て 働 く 先 輩 を

訪 問 し 、 疑 問 や 不 安 に 思 っ て い る こ と を 質 問 し て 解 消 し

た り し ま し た 。 そ し て 採 用 試 験 を 受 け 、 内 定 を 得 る こ と

が で き ま し た 。

入 社 後 は 、 基 盤 研 究 を 行 う 部 所 を い く つ か 渡 り 歩 き 、

現 在 は 先 進 解 析 科 学 研 究 所 で 製 品 開 発 を 支 え る 研 究 の 仕

事 を し て い ま す 。 入 社 直 後 に 携 わ っ た 仕 事 は 、 実 は こ れ

ま で 経 験 し た こ と の な い 化 学 の 分 野 で し た 。 新 た な 分 野

を 学 べ る 楽 し さ も あ り ま し た が 、 こ れ ま で の 研 究 背 景 を

踏 ま え 、 自 分 の や り た い 研 究 や 手 法 を 折 を 見 て 伝 え て い

ま し た 。 や り た い こ と を 口 に 出 し 続 け て い る と 、 何 か の

折 に ﹁ そ う い え ば ﹂ と 自 分 の こ と を 思 い 出 し て も ら え る

こ と が あ っ て 、 そ れ が き っ か け に な り 、 自 分 の や り た い

仕 事 に つ な が っ て い き ま す 。

こ れ か ら 大 学 を 目 指 す み な さ ん や 、 い ま 研 究 を し て い

る み な さ ん に は 、 自 分 の 興 味 の あ る こ と 、 好 き な こ と を

見 つ け て ど ん ど ん チ ャ レ ン ジ し て い っ て ほ し い と 思 い ま

す 。 臆 せ ず 手 を 出 し て み る こ と で 、 世 界 は 広 が り ま す 。

そ し て 、 仕 事 は つ ら い こ と が 多 い と 思 い 込 ん で い る 人 も

多 い か と 思 い ま す が 、 好 き な こ と を す る こ と は で き ま す 。

好 き な こ と が 仕 事 に つ な が る こ と を 意 識 し て 、 ど ん ど ん

挑 戦 し 、 楽 し み な が ら 前 に 進 ん で く だ さ い 。

※ 本 原 稿 は 2 0 1 9 年 9 月 19 日 に 行 わ れ た ﹁ キ ャ リ ア カ フ ェ 2 0 1 9 ／ 学 部 の

学 び の ソ ノ サ キ ﹂ で の 講 演 を ま と め た も の で す 。
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暦 の 上 で は 春 を 迎 え ま し た 。 理 学 部 の 今 を お 伝 え す る 広 報 誌 「 彩 （ さ い ） 」 の 第 6 号 を お 届 け

し ま す 。 こ の 原 稿 の 執 筆 を 依 頼 さ れ た の は 昨 年 11 月 。 札 幌 は 、 紅 葉 の 当 た り 年 だ っ た と の こ と 。

10 月 下 旬 か ら 11 月 上 旬 の イ チ ョ ウ 並 木 や 理 学 部 ロ ー ン の 木 々 の 彩 （ い ろ ど り ） は 本 当 に 見 事 で し た 。

さ て 私 事 で す が 、 昨 年 4 月 よ り 「 彩 」 の 制 作 と 編 集 に あ た る 理 学 部 広 報 委 員 会 委 員 長 と

広 報 企 画 推 進 室 長 を 拝 命 し ま し た 。 理 学 部 を 卒 業 し 、 博 士 （ 理 学 ） の 学 位 を 有 し 、 理 学 の

教 員 と な っ て か れ こ れ 四 半 世 紀 、 ず っ と 理 学 の 中 に い ま す 。 ち ょ っ と 逆 説 的 で す が 、 そ れ ゆ え に 、

理 学 と は 何 か を 真 面 目 に 考 え る 機 会 が あ り ま せ ん で し た 。 し か し 、 北 大 理 学 の 活 躍 を 読 者 の

皆 さ ん に ア ピ ー ル す る 役 割 の 一 端 を 担 う 機 会 を い た だ き ま し た の で 、 ま ず は 皆 さ ん に 理 学 を 身 近

に 感 じ て い た だ く た め 、 理 学 と は 何 か の キ ャ ッ チ フ レ ー ズ を 考 え る こ と に し ま す 。

理 学 の 「 理 」 は 、 自 然 の 真 理 、 理 （ こ と わ り ） を 表 し 、 理 学 は そ れ を 解 き 明 か す 学 問 で す 。

理 学 の 研 究 者 は 、 自 然 の 「 理 」 を 解 き 明 か そ う と す る と き 、 多 く の 場 合 ま ず 仮 説 を 立 て ま す 。

仮 説 と は こ う で あ っ て 欲 し い な あ と い う 研 究 者 の 夢 の よ う な も の で す 。 そ し て 理 論 や 実 験 な ど で

仮 説 が 正 し い こ と が 証 明 さ れ た と き 、 仮 説 は 理 に 、 す な わ ち 夢 が 正 夢 に な る の で す 。 と い う こ と

で 「 夢 を 正 夢 に す る 理 学 」 は ど う で し ょ う 。

「 夢 を 正 夢 に 」 こ の フ レ ー ズ ど こ か で 聞 い た よ う な … … 。 実 は 、 プ ロ 野 球 ・ 日 本 ハ ム フ ァ イ タ ー ズ

の 栗 山 監 督 が 好 ん で 使 う の で 、 北 海 道 民 に と っ て は 耳 慣 れ た フ レ ー ズ で す 。 栗 山 監 督 は 、 こ の フ レ ー

ズ で 夢 を 持 つ こ と の 重 要 性 、 夢 を 実 現 す る た め の 努 力 の 重 要 性 を 語 っ て い ま す 。 北 海 道 を 盛 り

上 げ よ う と す る 者 同 士 、 こ の フ レ ー ズ を 拝 借 す る こ と を お 許 し く だ さ い 。

理 学 部 ウ ェ ブ サ イ ト で は 異 分 野 の 先 生 方 に よ る 「 超 領 域 対 談 」 を 配 信 し て お り ま す が 、

今 回 の 特 集 は 理 学 部 各 学 科 の 3 年 生 と 理 学 部 長 の 対 話 。 ま さ に 「 超 領 域 」 の 座 談 会 で す 。

自 然 に 対 す る 溢 れ ん ば か り の 好 奇 心 と 同 時 に 、 こ れ か ら の 研 究 生 活 へ の 不 安 と 戸 惑 い を 感 じ て い

た だ き 、 「 夢 を 正 夢 に 」 す る 第 一 歩 を 踏 み 出 し た 学 生 た ち を 応 援 い た だ け る と 幸 い で す 。

理 学 部 広 報 委 員 長 　 永 井 隆 哉
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理学ロゴマーク

ロゴマークは理学部エリア（大野池前）に設置され

ている、中谷宇吉郎博士の「人工雪誕生の地の碑」

を図案化し、理学部 5 学科 6 専修の共同体「知の

結晶」を示しました。名前は「六華（りっか）」です。

理学コミュニケーションマーク

サイエンス（Science）の「Sci」と漢字の「彩」

を組み合わせたものです。ロゴマークと同様に中

谷宇吉郎博士が世界で初めて人工的に作り出した

「雪の結晶」を取り入れたデザインとなっています。

2020年は中谷宇吉郎博士生誕 120 周年、理学部

創設 90周年の記念の年です。

特集：理学を選んだ理由

アイコンの説明

February 2020 No. 6

出典：理学部HP936
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出典：北海道新聞
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理学研究院教員学外兼業状況

A1 ⼤学等 101 件
A2 ⾼校・専⾨学校等 1 件
B1 ⼤学等 57 件
B2 ⾼校・専⾨学校等 116 件
B3 公的研究機関・各種団体その他 216 件
C1 委員会委員等 142 件
C2 意⾒書作成 41 件
D1 連携会員 5 件
D2 委員会委員等 10 件
E1 国関係機関委員等 119 件
E2 地⽅⾃治体関係機関委員 159 件
F1 客員教員・委員等 72 件
F2 指導・助⾔等 31 件

G 公的研究機関等 G1 国研・独法・⼤協研究機関研究員・委員等 119 件
H1 理事・役員・代議員等 64 件
H2 幹事・委員・評議員等 159 件
H3 その他各種業務等 63 件
I1 理事・役員・代議員等 2 件
I2 幹事・委員・評議員等 21 件
I3 その他各種業務等 24 件

1522 件
注）表中の数値は平成28年度〜令和元年度に業務実施のなされたもの。それ以前からの
  継続業務は含まれていない。

【教員数（４⽉１⽇時点，特任教員を含む）】
平成２８年度：２１４名    平成２９年度：２１１名
平成３０年度：２０６名    令和 元年度：２００名

【備考】
B3 ： 国研・独法等の研究機関，各種学会，⼀般市⺠講座等
E1，E2 ： 国・地⽅からの委託事業等を含む
H3，I3 ： シンポジウム等会議の委員，執筆業務，指導・助⾔等

兼業分野 兼業細⽬ 件数

C ⽇本学術振興会

I ⺠間企業等

総件数

⾮常勤講師A

各種講師・講演等B

⽇本学術会議D

各種団体等

E ⾏政関係機関等

F 他⼤学・⾼校関係

H

資料Ⅲ-５ 兼業状況集計

出典：理学・生命科学事務部人事担当データ
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22002200年年1100月月入入学学  北北海海道道大大学学大大学学院院理理学学院院・・理理学学部部  

聴聴講講生生・・科科目目等等履履修修生生出出願願要要項項  
北海道大学大学院理学院・理学部 

１．出願資格 

当該授業科目を聴講又は履修する学力があると認められる者 

２．入学の時期及び履修期間 
入学の時期は学年又は学期の始めとし，聴講・履修期間は１年又は6月とする。ただし，授業科目によ
り特別な期間が定められている場合は，当該期間とする。 

３．出願期間 

新規渡日留学生 2020年6月15日(月)～6月19日(金) 

日本人・在日留学生 2020年8月17日(月)～8月21日(金) 

※窓口受付時間は，土曜・日曜・祝日を除く8：30から17：00までである。

４．出願書類等 

出 願 書 類 等 備   考 

①入学願書・履歴書（所定様式）
写真貼付。 
授業担当教員の承認を得て署名してもらうこと｡ 

②最終出身学校の卒業（修了）
証明書

ただし，次に該当する者は提出を要しない｡ 
･継続志願者 
･本学大学院生命科学院・理学研究科･理学院・理学部出身者 

③承諾書（様式任意） 在職中の者がその身分を失うことなしに志願する場合。 
④検定料受付証明書 「６．検定料」を参照。 
⑤ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄの写し（氏名等記載のﾍﾟｰｼﾞ） 外国人留学生が出願する場合。 

５．出願方法 
「４．出願書類等」の必要書類を郵送すること。郵送の際は必ず書留便とし，封筒の表に「聴講生（又
は科目等履修生)出願書類在中」と朱書きすること。 

６．検 定 料     ９，８００円 
ただし，国費外国人留学生及び中国政府国家公派研究生項目派遣学生については検定料の納入は不要。 
検定料は，別添の振込用紙により，必ず銀行等(ゆうちょ銀行を含む)の「「窓窓口口」」でで振り込み手続きを
し，その際に受け取るＥＥの「検定料受付証明書」を「検定料受付証明書貼付台紙」に貼付のうえ，入
学願書等と併せて提出すること。 

７．出願書類配布・受付場所 
〒060-0810 札幌市北区北10条西8丁目（理学部２号館低層棟１階） 

北海道大学理学・生命科学事務部事務課 
〔理学院出願〕大学院教育担当 ℡011-706-3676 
〔理学部出願〕教務担当    ℡011-706-2836 

８．出願結果の通知 

新規渡日留学生 2020年7月2日（木）以降 

日本人・在日留学生 2020年9月7日（月）以降 

９．入学許可後の手続き及び必要経費等 

入学手続き及び必要経費の詳細については，出願結果通知時に指示する。 

金 額 納付時期 
入 学 料 28,200円 入学手続き時（2020 年 9 月中旬予定） 

授 業 料 14,800円（一単位） 2020 年 11 月中（予定） 

10．その他留意事項 
①本学の他学部及び他学院等にも同時に入学する予定の場合は，出願時にその旨申し出ること。
②既納の検定料，入学料，授業料はいかなる事由があっても還付しない。また，入学時及び在学中に

学生納付金の改定が行われた場合には，改定時から新たな納付金が適用される。
③提出後の出願書類等の変更は一切認めない。また，書類は返還しない。
④すべての書類は日本語又は英語で記入すること。証明書等書類の原本が日本語又は英語以外の言語

で書かれている場合は，日本語又は英語の訳文を添付すること。
⑤期間を継続するときは，出願期間内に継続願（用紙交付）を提出すること。
⑥許可期間の中途で退学しようとするときは，その学期の授業料を納付した上で，退学願（用紙交付）

を提出すること。
⑦その他，出願に関して不明な点がある場合は，「７．出願書類配布・受付場所」まで問い合わせる

こと。

資料Ⅲ-６ 理学院・理学部聴講生・科目等履修生出願要項

出典：理学・生命科学事務部大学院教育担当及び教務担当データ940



平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 計
理学部 8 12 5 1 26
理学院 1 0 1 0 2
計 9 12 6 1 28

出典：理学・生命科学事務部大学院教育担当及び教務担当データ

理理学学院院・・理理学学部部聴聴講講生生・・科科目目等等履履修修生生のの年年次次推推移移

資料Ⅲ-７ 聴講生・科目等履修生人数の年次推移
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＜自由参加プログラム（1日目）＞

平成28年度～令和元年度

＜高校生限定プログラム（2日目）＞

平成28年度 19コース
平成29年度 18コース
平成30年度 19コース
令和元年度 18コース

＜参加者数＞
平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

自由参加プログラム 1522 1479 1516 1516
高校生限定プログラム 108 111 109 114

出典：理学・生命科学事務部教務担当データ

学部長挨拶，学科紹介，学生が取り組む魅力的な研究の紹介
公開講座（6講座），学生による模擬実験，学生による相談コー
ナー

高校生に限らず，保護者や一般市民などが事前申込みなく参加可能なプログラム。

高校生に，大学で普段行われている講義や実習，ゼミや実験などを体験してもらうプログラム。
事前申込みが必要。

オオーーププンンキキャャンンパパススププロロググララムム（（２２００１１６６～～２２００１１９９年年度度））

資料Ⅲ-８ オープンキャンパスプログラム（2016～2019年度）

942



2017オープンキャンパス（⾃由参加プログラム）アンケート結果【理学部回収分】

⽂ 3 ⼯ 6
教 1 農 8
法 3 獣 2
経 0 ⽔ 2
理 202 博物館 9
医医 0 図書館本館 1
医保 0 キャンパスビジット 4
⻭ 0 進学相談会 1
薬 12

★別紙

138
121

⾼１⽣ 54 保護者・家族 21
⾼２⽣ 94 ⾼校教員 0
⾼３⽣ 24 その他 3
⾼校既卒 2

初めて 175
２回⽬ 24
３回⽬ 1
４回以上 0

69
39
31
6
2

115
1
7

４．ご⾃⾝について，以下から該当するものを選んでください。

２．参加したプログラムで印象に残ったことはありますか？

５．これまで本学のオープンキャンパスに参加したことはありますか？

１．どのプログラムに参加しましたか？(複数回答可)

３．参加した⽇時はいつですか？(複数回答可)

学校の先⽣から
友⼈から
学校にあったパンフレットから
受験雑誌およびその他の雑誌から
予備校の先⽣から
本学のホームページから
受験産業等のホームページから
その他

６．本学のオープンキャンパスに関する情報をどのように得ましたか？(複数回答可)

８⽉７⽇（⽇）午前の部
８⽉７⽇（⽇）午後の部

資料Ⅲ-９ オープンキャンパスプログラムアンケート（理学部回収分抜粋）
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★別紙

はい 105
いいえ 2
わからない 71

★別紙

★別紙

１０．本学のオープンキャンパスで今後実施して欲しいことがありましたら⾃由にお書きく
ださい。他⼤学などで実施している企画でも結構です。

７．参加を希望していたにもかかわらず参加できなかった学部等があった場合は，その名称
と参加できなかった理由を教えてください。

８．⾼校⽣・既卒受験⽣の皆さんにうかがいます。本学に出願しようと思いますか？

９．前問８で「いいえ」もしくは「わからない」を選んだ場合はその理由を教えてくださ
い。
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2017オープンキャンパス（⾃由参加プログラム）アンケート結果【理学部回収分】

数学科がとても難しく⼤変だと思った
地球惑星科学科を初めて知ることができた
理学部のビデオが印象に残りました
学⽣の⽅の研究発表
掲草に性別が存在していることに驚きました
公開講演
理学部の学部紹介
学⽣による研究紹介
学科紹介
想像していたより⾯⽩そうな学科が沢⼭あって驚いた
全て
公開講座が⾼校⽣でも理解しやすかったこと
物理
どの学部でどのような研究をしているのかの発表が参考になった。
学⽣が取りくんだ研究発表がおもしろかったです
卒業後の進路について
⽣物科学科の説明が印象に残った
⽣物科学科（⾼分⼦）のプログラムの説明の仕⽅が動画をつかったり独得で最後まで興味をひか
れた
数学の活かされ⽅の具体例や将来にも⾊々な道があることが分かった。
数学科の説明
理学部は⼈が多かった。⾃分の興味のある分野はとても⾯⽩かったです
⾼分⼦機能学に興味をもった
冷えたマシュマロ
⽕⼭観測に変⾰をもたらした技術 ex）GPS時計など
⽣物の⾼分⼦機能学がおもしろそうと思いました。
実験
学⽣による模擬実験が印象に残っている。
特にない
特になし
学科の良さが分かりました。
研究の紹介がわかりやすく説明されていてよかった。
学⽣⼀⼈⼀⼈が⾃分の分野を持っていることがおどろいた
様々な分野があり，そのことについて深く学び⽣徒全員が楽しそうだったということ
研究しているものが全て⾯⽩そうだった
物理学科超伝導体

２．参加したプログラムで印象に残ったことはありますか？
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話の内容がおもしろくて，その学部に⼊りたくさせてくれる内容でした。
理学部⾼分⼦機能学
たこの解剖
理学部午前の部Ⅴ
理学部の磁⽯が⾯⽩かったです
有機化学，電磁⽯，超伝導，便，もやしもん，６０兆
公開講義〜地球惑星科学科〜もともと興味を持っていたが，さらに興味が湧いた
地球惑星科学科は総合的だ。
「理」を発⾒し，新たな「知」を創造すること
地球惑星科学科，数学科の話がおもしろく印象深くのこった
数学科の内容
学⽣が取り組む魅⼒的な研究の紹介
イタリアの⽕⼭がぼう張したり縮⼩したりするのをアニメーションで表された映像が印象に残っ
ている。
学⽣が取り組む魅⼒的な研究紹介
学科紹介でどんな研究をしているのかや⽬標は何かなどをじっくりと知ることができたことで
す。
⽣物科の⾼分⼦機能学と数学科
研究内容が⾒れて良かったです
⼦供の興味のあるプログラムに参加して研究内容がみれてよかったです
学科説明
地球惑星科学科
学⽣の研究紹介
理学部の物理学科
数学オリンピックの問題を解いてみる
数学オリンピックの問題の解法
超伝導で抵抗が”全く”ゼロになるというのは驚きでした。
学部紹介中の動画
先⽣のお話の⼀⾔⼀⾔に重みがあり，とてもためになりました。
学科説明会
⾼分⼦図鑑
数学科，⽣物科学科の紹介
⾼分⼦機能学では⾃分の好きな理科を全てつなげて考えることができ，物理学も学べること
各学科の違いがよくわかり，理論をつきつめていく⾯⽩さを感じることができたのが⼤きかった
です。ありがとうございました。
「先輩にきいてみよう！」
オープンキャンパスの前⽇にキャンパスを散策し学⽣の雰囲気をつかめたこと
理学部の講義はどれも興味が湧く良い内容だったと思う。
就職率が⾼い
理学部の施設・⽀援がとても充実しておりとても良いと感じた
研究の紹介
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学⽣の研究発表
理学部に所属していても経済関係の職に就いていたこと
微分⽅程式
⾃分の興味ある分野だけでなく，多くの⽅⾯に⽬を向けられた。
興味がなかった事にも興味を持てた
北⼤の理学部は応⽤⼒や適合⼒がつくというところ。
学科紹介
⼯学部進学相談会
数学の問題と物理の超伝導
理学の公開講座（IPS細胞と三⽑猫の謎を解く）が印象に残った。IPS細胞のしくみはよくわかっ
ていなかったので，なるほど，と思うことが多かったのと，すごくテンポのいい講座でわかりや
すかったので。
学⽣による魅⼒的な研究の紹介
学科紹介（物理，化学，地球惑星）
学⽣たちの研究していることの講義
学⽣が取り組む魅⼒的な研究の紹介
薬学部の施設を⾒たこと

内の植物の説明，⼜，普段はどのような⽣活を送っているか（1⽇に何コマ⼊っている等）など
理学部⻑の話
講演を聞くことができてたいへんよかった
うなぎの研究，より具体的でよかった。卒業後の進路について
学問の話，観測の話
専⾨的な分野で好きな研究が出来るので楽しそうだと思いました。
各学科紹介
理学部の印象が変わった。学科説明を聞いて⾏く学科に迷いが出た。
実際に先輩の話を聞くことで，⼤学の雰囲気がよくわかった。
⼯学部の先輩との相談，理学部超伝導の話
理学部の「学⽣が取り組む研究紹介」
摸擬講演
IPS細胞と三⽑猫の謎

教育学部，教育について学びたかったから
⼯学部／時間がなかった
理学部（８⽉６⽇（⽇））午前の部 満席
法学部 時間が合わなかったから
学科紹介がプログラムと重なっていたため参加できなかった
⼯学部：理由 時間が間に合わなかった
⼯学部。時間がなかった。

７．参加を希望していたにもかかわらず参加できなかった学部等があった場合は，その名称と参
加できなかった理由を教えてください。
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特にないです。
付属図書館 時間がなかったから
経済学部 満員だったため
薬学部
ありません。
医学部医学科 ⽇程が合わなかったです
医学部医学科 ⽇程が合わず
附属図書館 時間がなかった
医学部保健学科：少し興味はあったが時間が⻑かったので他の学部に⾏った。予約するプログラ
ム：申込期限を⾒落としていた。
特にないです
なし
⽔産学部／理学部を優先したため
⼯学部，どこに⼯学部があるのかわからなかった
⼯学部
⼯学部：理学部の学科説明会が⻑かった
農学部 ⽇程の都合
理学部 満席のため
薬学部とキャンパスツアー 他学部とかぶっていたりしていけなかった

９．前問８で「いいえ」もしくは「わからない」を選んだ場合はその理由を教えてください。

まだ学⼒がついてきていないため
しっかり考えていないから
将来の夢を叶えれる学科が不⼗分だったから
⾃分の学⼒でうけれるかどうかまだわからないからです
内申が⾜りないかもしれないから。
他校のオープンキャンパスにまだ参加できていないため
⾼校1年⽣でまだ進路について詳しく調べてないから
まだ1年⽣だから
北⼤に憧れているが，学⼒が⾜りないため。
まだ⾃分の学⼒が貴学の⽔準に達していないから。
⼊学できるかわからないから。
他の学校にも興味があるから
他に志願している⼤学があるため
他にも気になる⼤学があるから
⾏きたいとは思うのだけれど，⾏くための学⼒がほとんどないから。
道外にいくかもしれないから。
コミュニティの少なさ
理由もわからない。
まだ，そこまで決定する所まで考えていなかった。
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他の⼤学でもどのようなことを詳しく調べてから⽐較して決めたいから
まだはっきりと決めていません。
他⼤学とくらべてどうなのかわからないから
まだ進学したい⼤学が決まっておらず迷っているため。
進路や⼤学がまだ未定の為
⾃信がない
⾃分の学⼒が定まっていないため。また，志望校決定のプロセスにいると考えているため。
第⼀志望が他校だから
もう少しの間，⾃分の進路について考えたいため
⾃分の学⼒が⾜りないから。
学⼒による
他の⼤学も⾒て決めたいから
今後の学⼒次第で変わる
⾃分の学⼒が低いから
これから勉強していくうえでまだ何を勉強したいかが変わるから
将来やりたいことが決まってないから
もう少したくさんの⼤学を⾒てみたい。
まだ⼤学を絞りきれていないため。
将来選択する⽂系，理系の選択やなりたい職業がまだ明確になっていないから。
学⼒のハードルが⾼いから
まだ決めかねているため
学⼒不⾜
他の⼤学と迷っているから
まだ迷っているから
他の学部にも魅⼒を感じるから
他に志望している⼤学があるので⽐較してから決めようと考えている。
学⼒の向上
成績が届くかわからないから
まだ志望校が定まっていなく他校のオープンキャンパスも拝⾒するため
学⼒が⾜りないから
⾃分の興味ある分野が研究できるかわからないから
学⼒があやしい
本当に学びたいことが学べるかわからなかったから。
他の⼤学についてまだ⼗分に考えられてないから
まだ明確な進路が決まっていないため，北⼤に⾏きたいが，本当に⾏けるかどうか⼼配だし，進
路変更もありえるため。
第Ⅰ志望がまだ確定していない
⾼１⽣であり⾃分にあった⼤学がどこか分かっていない為，悩んでいるからです。
東北⼤学の⽅に出願しようと思っているから。
今の学⼒では進学は難しいが⼊学したい気持ちはあるから
複数の学部に興味があるから
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⾃分がしたいことがまだわからないから。
まだしっかりと⾏きたい⼤学を決めていないから。
他にも気になる⼤学があるから。

１０．本学のオープンキャンパスで今後実施して欲しいことがありましたら⾃由にお書きくださ
い。他⼤学などで実施している企画でも結構です。

カレーライスの無料配布
数学の研究（簡単なもの）を実際に⾏いたい（⾃由参加で）
特にないです
参考になりました。ありがとうございました！！お疲れ様です
ない
無料で⾷べ物や飲み物を配布してほしい。
研究室すべてのしょうかい
ないです。
もっと重点的な講義をお願いします
過去問による実⼒診断
理学部系での体験授業。⾼校⽣限定プログラムの定員をもう少し増やしてほしいです。そして先
着順ではなく抽選にしてほしいです。（申し込み初⽇に模試があったため帰宅後に申し込みをし
たところ申し込み終了していたため。）
特にないです
とくになし
研究設備の説明としせつの⾒学，模擬実験

⽣物学科ならがっつり⽣物，物理学科ならがっつり物理っていうプログラムをつくってほしい。
⼊り⼝で地図を配ってほしい
マップがほしい
ないです
もう少しどこで何をしているのかをはっきりしてほしい。何やってるか分からないから困る。
実験の様⼦の公開，実験室での実験の観覧
数学のイベントがもう少しほしいです
オープンキャンパス中の購買の開店時間をのばしてほしい。
理学部にも進学相談会のように聞きたいことがあった。
資料配付だけするコーナーがあると助かります
学科毎に分けて説明してほしい。その⽅が詳しくなる。
予約に関する情報を分かりやすくしてほしい
先⽣と話せる機会がほしいです
どんな⽣徒を求めているか知りたい。
とても広くて道に迷いそうです
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2018オープンキャンパス（⾃由参加プログラム）アンケート結果【理学部回収分】

⽂ 2 ⼯ 10
教 3 農 8
法 1 獣 3
経 0 ⽔ 2
理 145 博物館 6
医医 0 図書館本館 3
医保 3 キャンパスビジット 0
⻭ 0 進学相談会 4
薬 7 低温研 1

★別紙

99
89

⾼１⽣ 47 保護者・家族 21
⾼２⽣ 60 ⾼校教員 0
⾼３⽣ 11 その他 0
⾼校既卒 1

初めて 129
２回⽬ 15
３回⽬ 0
４回以上 0

36
18
24
0
1
90
0
0

４．ご⾃⾝について，以下から該当するものを選んでください。

２．参加したプログラムで印象に残ったことはありますか？

５．これまで本学のオープンキャンパスに参加したことはありますか？

１．どのプログラムに参加しましたか？(複数回答可)

３．参加した⽇時はいつですか？(複数回答可)

学校の先⽣から
友⼈から
学校にあったパンフレットから
受験雑誌およびその他の雑誌から
予備校の先⽣から
本学のホームページから
受験産業等のホームページから
その他

６．本学のオープンキャンパスに関する情報をどのように得ましたか？(複数回答可)

８⽉５⽇（⽇）午前の部
８⽉５⽇（⽇）午後の部
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28
41
35
66
5
60
16
12

★別紙

上がった 61
下がった 0
変わらない 67

はい 62
いいえ 2
わからない 53

★別紙

★別紙

徒歩
⾃転⾞
その他

９．オープンキャンパスに参加して，あなたの北⼤への志望順位は変化がありましたか？

⾃家⽤⾞
⾶⾏機
バス
鉄道
タクシー

７．本学までの交通⼿段を教えてください(複数回答可)

１２．本学のオープンキャンパスで今後実施して欲しいことがありましたら⾃由にお書きく
ださい。他⼤学などで実施している企画でも結構です。

８．参加を希望していたにもかかわらず参加できなかった学部等があった場合は，その名称
と参加できなかった理由を教えてください。

１０．⾼校⽣・既卒受験⽣の皆さんにうかがいます。本学に出願しようと思いますか？

１１．前問９で「いいえ」もしくは「わからない」を選んだ場合はその理由を教えてくださ
い。
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2018オープンキャンパス（⾃由参加プログラム）アンケート結果【理学部回収分】

⼤学院の物理学の研究発表の研究の内容
化⽯から⽣命進化の謎を解き明かす by伊庭先⽣
地球学部

⽣徒たちの模擬実験を⾒れるのが新鮮でした。同様に在校⽣と話せる個別相談も印象的でした。
物理：宇宙の暗⿊エネルギー，暗⿊物質が全体の質量の95％程度を占めているということ
⼯学部と理学部の違いがとてもわかりやすく教わった。
⼯学部の午前の講義で化学式が同じものであっても，その性質が異なるものがあることに興味を
感じた。また英語が⼤事だということがよくわかった。
学⽣が紹介した研究内容がおもしろかった
「学部学⽣が語る・・・キャンパスライフ」研究パネル紹介
⼤学院への進学率の⾼さ
数学科説明
雑種の話
模擬授業
３次⽅程式の解の導き⽅が分かりやすかった。
物理学科の学⽣実験，物理学の授業
しゅうしょくするよりも，しゅうしかていにしんがくする⼈が多いこと
修⼠課程の進学率
どの学部も就職率が⾼かったり，アットホームな雰囲気っぽいのに驚きました。
就職率が低いイメージが強いけど実際には全然そんなことない。
理学部でも幅広い就職の道があること
教育学部⽣のお話
教育学部の紹介ビデオ
⼤学院に進む⼈が多いということ
それぞれの学部の研究や雰囲気が分かった
学⽣⽅による研究紹介（理学部）
就職率
ない
北⼤の薬学部は研究者を排出する⽅を重視していること。
地球惑星科学科の模擬講義
⽣物学の紹介
地球惑星科学科の模擬講義がおもしろかった。
理学部の研究分野や内容がよくわかりました。
数学科の紹介

２．参加したプログラムで印象に残ったことはありますか？
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学⽣が取組む魅⼒的な研究の紹介で，⽣物科学科のD1の⼥性とD2の清⽔さん地球惑星科学科の
M1橋本さんの発表がどんなことを知ろうとしてその研究をしているか，どんなふうな実験をして
いるかが明確でわかりやすくて良かったです。
学部紹介のパンフレットだけではわからない部分まで詳しく説明してもらったので進路選択の参
考になりました。
学科紹介で数学科と化学科が印象に残った。
⾼分⼦機能学について
物理学たのしそう
学⽣による研究紹介
学⽣による模擬実験の回転⼒とソフトクリスタル
メダカの雑種についての講義が⾯⽩かった
北⼤の講義の雰囲気を感じられた
動画がわかりやすかった
教員など，とにかく環境に恵まれて学べるということ
３次⽅程式と判別式
公開講座でのお話がどれも興味深かったです
数学科公開講座 参加⼈数が多くて関⼼の⾼さを感じた
数学科の就職先や進路が思ったよりもあったこと。
どのような授業をしているのかを知ることができた
⽣物学の先⽣の話がおもしろかった
化学は他の多くの分野に密接に結びついていること
数学の⼒がとても重要だということ
⼤学院へ進学する事ありきと云う所が親として考えさせられる部分でした
理学部に⼊り２年次になってから各学科に分かれることを初めて知った。
各学部での就職率が⾼かったこと
⼤講堂での講義・説明
理学部が結構就職していること
⾃然で起こることは理学で説明がつくこと
公開講座 地球惑星科学科
進学率が⾼い！
地球惑星科学科
古⽣物学，化⽯の話
伊庭先⽣
⼤学院⽣の研究の話をきいて，より⼊学したいという気持ちが⾼まった
研究の紹介がとても興味深く印象に残った
新渡⼾カレッジ
⼤学院⽣の研究紹介
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⽣命科学・上原教授による「倍数性の⽣物学」の⽬的とするところがアルツハイマーやがんの抑
制に究極的にはつながっていることにハッとさせられたました。⾃分は看護師を経てケアマネ
ジャーとして働いておりますが，こういうご研究とも根っこのところでは協⼒体制にあることに
気づかされたのです。ご研究の進展を⼼より願うものです。素⼈にも訴えかけてくる授業をどう
もありがとうございました。どうぞよろしくお願い申し上げます。
雑種における⽣殖異常（公開講座）
理学部の就職率が想像より⾼い
どの学部も様々な仕事に就職できるということ
学科の中で思っていた以上に多くの分野に分かれているということ
放射線治療，⾼分⼦機能学
進学率が⾼い・・・⾃分がやりたいことが出来る・研究がたのしい など
ソフトクリスタルの七変化
分⼦の右⼿と左⼿について
3次⽅程式・ソフトクリスタル・⽣物
模擬授業（特に物理）で驚くほどわからなくて逆にがんばろうと思えた
法学部の公開講義
学⽣が取り組む魅⼒的な研究の紹介
理学部⽣物科学科の学科紹介
保健学科の看護学①
理学部の北⼤学院⽣の⽅々の発表が興味深かったです。
医学部保健学科の専攻探訪（作業療法）がとてもおもしろかったです！
学校全体の説明
研究室⾒学，模擬実験
就職率が⾼い
⼤学院に⾏く⼈が多いこと
物理科の実験
講座

⽣物の⾼分⼦機能学がアニメもありおもしろかったです
科⽬のそれぞれの説明が分かりやすかった
薬学部の研究についても様々な種類があったということ
理学部の進学率の⾼さ，その後の就職率の⾼さ
学⽣の⽅の研究が印象に残りました
地球惑星科学科
⼤学院に進む⼈が多い事
地球惑星科学科の実習がとても楽しそうだった
⽣物科のイカの研究をしている先⽣
理学部の各学科紹介の数学科，⽣物科学科⾼分⼦機能学の２つの説明
学⽣が取り組む魅⼒的な研究の紹介
数学が難しかった。（良かった）
化学科
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ない
⽔産，獣医 時間的問題
理学部⾼校⽣限定プログラム。定員over
定員オーバーと時間的理由 ⼯学部
ないです。
予約をしていなかったから
法学部・・・プログラムのスケジュールが重複したため
法学部講演（午前），時間が重なった。
⾼校⽣プログラム→３分で満席になった 抽選にして欲しい
ありません
理学部午前の部，定員に達したため
理−数学，定員に達していた
午前の部，時間には間に合いましたがすでに定員オーバーでした
ないです
ありません
医学部保健学科（看護学） 理 ⾼校⽣のみ対象であったので中学⽣の私は参加できませんでし
た。来年参加したいなと思っています。
いいえ
とくになし
教育学部 定員に達していた
なし
⼯学部（理学部を優先したため）
医学部申し込み制だったため

１１．前問１０で「いいえ」もしくは「わからない」を選んだ場合はその理由を教えてくださ
い。
まだオープンキャンパスに少ししか⾏ってないのでもっと⾊々な⼤学を⾒て決めたい。
他⼤学の情報収集が不⾜しているため。
他の⼤学の情報がまだ少なく，今回のオープンキャンパスだけでは決められないから。
⾸都⼤学東京とまよっている為
やはりレベルが⾜りないと感じる（⾃分が）
他の⼤学と違う所がわからない。
⾏きたい⼤学がこれから変わるかもしれないため。
第１志望の⼤学が違う⼤学だから。
⼤学に関する知識がたりないから。
他の⼤学のOCにも⾏って⾒当しているから。

８．参加を希望していたにもかかわらず参加できなかった学部等があった場合は，その名称と参
加できなかった理由を教えてください。
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別の⼤学を志望している
成績を⾒て
⾃分の学⼒が⾜りるかどうか分からないから。
天⽂学との迷いが⼤きいから
まだ何を学びたいか決まっていないから
他にも志望しているところがあるから。
他にも気になる⼤学があるため
第⼀志望がまだ正確に決まっていないから。
まだ⾃分が興味をもつ学問かわからないから
まだ⾼1なので
京都⼤学のオープンキャンパスにも⾏ってみたいから
まだ⾃分の夢が現実に決まっていないから
学⼒的にまだ不安がある・・・
レベルが⾼すぎるから
まだ他にどんな⼤学があるかわからないから。
家から遠いので
学⼒が⾜りないため
他の学校もみてみたいから
まだあまり⼤学について考えていないから
未だ⾃分の学⼒が⾒合ってないから
他⼤学と⽐較するため
考え中
まだこの先⾃分がどうなるか分からない。
⽬指している進路と分野が少し違っており悩んでいる
他の学校にもやりたいことがあって，まだ悩んでいるからです
⾃分のやりたいことがしっかり定まっていないから
すべて参加できたからです。
未だ将来の夢が決定していないため，どこに進んでいいか考えているから
はっきりやりたいことが決まらないから
⾃分の学⼒で北⼤にうかるかまだ定かではないから
今後何をしていきたいかが未定
わからない
まだやりがいことが決まってないから
偏差値が⾼いため
具体的に決まっていないので，まだ何とも⾔えないです
成績が低いので
学⼒⾯で⼼配な為
なし
まだ何をしたいかわからないから
レベルが⾼すぎるから
まだ詳しいことは決めていない
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１０．本学のオープンキャンパスで今後実施して欲しいことがありましたら⾃由にお書きくださ
い。他⼤学などで実施している企画でも結構です。

特にない
学⾷
各研究室の紹介，公開をもっと⼀般的に⾏ってほしいと思った。
各々の学科で⾏っている研究室に⾏って⾒たい。
２⽇間の⽇程のいずれでも⾃由参加プログラムを増やしてほしい
いまのままで⼗分だと思います。
研究室紹介
特にない
フロアマップをもっとたくさん張ってほしい。
研究室公開を実施してほしいです。
座れない⼈への何かしらのはいりょが欲しい。
参加⼈数が多いときは扉を開けて換気すると良いと思います。
学科の内容を詳しく知りたい
道外からの参加者の優遇
⾼校⽣参加プログラムの⽇数・回数を増やしてほしい
オープンキャンパスは２⽇間の⽇程なのに学部によって１⽇しかないのは困った。
ありません
特になし
授業以外の活動状況を教えて欲しい。例えば部活動，アルバイト
研究⼼の⾒学
他のご授業も⼤変刺激を受けました。実のあるオープンキャンパスに参加させていただいてどう
もありがとうございました！
⾼専⽣も⾼校⽣限定プログラムに参加できるようにしてもらいたいです
複数の学部を1⽇で⾒たかったので，パネル展⽰で紹介をするなど，時間の決まりがなく短時間
で学部のことが分かるものがあるとうれしいです。
特になし
それぞれの学部のオープンキャンパスを⾏う場所の地図を⽬のつく場所に⼤きめに置いてほしい
もう少し⾝近なものをやってほしい。⾯⽩い実験を⽣でやってほしい。
楽しくオープンキャンパスを過ごすことができました。ありがとうございました！
実験室の⾒学がしたいです・・・！
特にないです
とくにありません
各学科，研究室の研究内容の紹介（展⽰，学⽣等による説明について）
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2019オープンキャンパス（⾃由参加プログラム）アンケート結果【理学部回収分】

⽂ 0 ⼯ 9
教 0 農 13
法 1 獣 0
経 3 ⽔ 1
理 103 博物館 2
医医 0 図書館本館 1
医保 1 キャンパスビジット 0
⻭ 0 進学相談会 1
薬 7 低温研 0

★別紙

67
76

⾼１⽣ 32 保護者・家族 17
⾼２⽣ 42 ⾼校教員 0
⾼３⽣ 11 その他 1
⾼校既卒 0

初めて 82
２回⽬ 15
３回⽬ 5
４回以上 0

33
15
2
2
16
4
60
6

４．ご⾃⾝について，以下から該当するものを選んでください。

２．参加したプログラムで印象に残ったことはありますか？

５．これまで本学のオープンキャンパスに参加したことはありますか？

１．どのプログラムに参加しましたか？(複数回答可)

３．参加した⽇時はいつですか？(複数回答可)

学校の先⽣から
学校にあったパンフレットから
予備校の先⽣から
受験産業等のホームページから
友⼈から
受験雑誌およびその他の雑誌から
本学のホームページから
その他

６．本学のオープンキャンパスに関する情報をどのように得ましたか？(複数回答可)

８⽉５⽇（⽇）午前の部
８⽉５⽇（⽇）午後の部
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20
22
1
6
32
50
33
11

★別紙

上がった 32
下がった 1
変わらない 54

はい 52
いいえ 1
わからない 27

★別紙

★別紙

⾶⾏機
徒歩
その他

９．オープンキャンパスに参加して，あなたの北⼤への志望順位は変化がありましたか？

⾃家⽤⾞
バス
タクシー
鉄道
⾃転⾞

７．本学までの交通⼿段を教えてください(複数回答可)

１２．本学のオープンキャンパスで今後実施して欲しいことがありましたら⾃由にお書きく
ださい。他⼤学などで実施している企画でも結構です。

８．参加を希望していたにもかかわらず参加できなかった学部等があった場合は，その名称
と参加できなかった理由を教えてください。

１０．⾼校⽣・既卒受験⽣の皆さんにうかがいます。本学に出願しようと思いますか？

１１．前問９で「いいえ」もしくは「わからない」を選んだ場合はその理由を教えてくださ
い。
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2019オープンキャンパス（⾃由参加プログラム）アンケート結果【理学部回収分】

北⼤の研究
学部説明
公開講座

模擬実験や説明
理学部の学部紹介はわかりやすかった。⼯学部の保護者向け学部案内もありがたかった。
研究の紹介がとともおもしろかったです。
公開講座が⾯⽩かったです。
理学部は科に分かれているが、結局はつながっているんだなあと思った。
暑い。
物理・化学・⽣物が関連している複雑な事象を、わかりやすく講義していただき、学問・研究の
すばらしさを感じました。また異分野協働の必要性を感じました。
薬学部
地球惑星科学科
理学部の実験で興味が深まった。
理学部での研究紹介
どの教授も研究だけでなく教育にも熱意をもっていらっしゃるように感じた
国⽴の割には、キャンパスがきれい
物理学科公開講座「エネルギーってなあに」が⾯⽩かったです
ピタゴラスイッチ
地球惑星科学科の公開講座が良かった。
宇宙の話が⾯⽩かった。
地球惑星科学科の公開講座
公開講座「エネルギーってなあに」を聞いて、とても今の物理につながるところがあり、とても
⾯⽩かったです。
どの学科も魅⼒的だった。
公開講座、質問・相談コーナー
理学部の⼈気が⾼い
各学科の紹介ビデオ
数学科は就職の際に不利と思っていたが、就職⾯でもしっかり⽀えてくれていると聞いて安⼼し
た。また、どの学科でも英語はとても⼤切だということがわかった。
⽣物科学科⾼分⼦機能学の説明
地球惑星科学科の話
道外の⼈々と交流する機会が多いこと。
⽣物と⾼分⼦の違いを知ったこと
熱エネルギーという単語はない
エネルギーはつくれないし消せない。

２．参加したプログラムで印象に残ったことはありますか？
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⼯学部の幅広さと⼿厚さ、熱意が伝わってきた
数学科
数学。わかりづらすぎた。
物理学科の数式がすごい難しそうだった
数学の難しさ
どのプログラムも印象に残っている
質量⽋損の話
⽣物科学科の説明
⾼分⼦が⾯⽩かった
⾼分⼦
細かい所まで丁寧に説明してくださったこと
数学科の計算式が難しかった
研究紹介
学科紹介
何を取り扱っているかよく分かったこと
数学科の紹介
魅⼒的な学科ばかりで現在の学⽣は幸せだなと感じました。
分⼦⽣物、化学
北⼤がかなりの衛⽣を打ち上げており、国とも連携していること。
地球惑星科学科の先⽣のお話の中で、⼤学でしっかり、キチキチと研究しなきゃ将来いろんな開
発に挑戦できないと思っていたけど、⼒を合わせていくことで可能になることもあることがわ
かったこと。
⾼分⼦機能学が理系全てに関わっていること、医薬・薬学など⽣命に関わっていること
学⽣相談
地球惑星科学科の説明
地球惑星科学科、最先端の研究の話でありながら、とても分かりやすいプレゼンでした
どの科でも修⼠・博⼠課程を修了すれば就職率が⾼くなることを知りました
理学部が就職に有利であること
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午前の部。家が遠いため。
学部紹介。定員を超えていたため。
医学部。申込みが間に合わず参加できませんでした。
理学部午前の部。定員オーバーだったため。
公開講座
物理・地球惑星科学科、すごい並んでいたから
法学部
医学部、申込制に対応できなかった
⽂学部、前回参加したときの学⽣さんが印象的でまた話を聞きたかったが、時間の都合上
化学科
理学部公開講座、満席で⼊れませんでした

１１．前問10で「いいえ」もしくは「わからない」を選んだ場合はその理由を教えてください。

⾏われている研究内容がいまいちわからなかった。⾃分のやりたいことができるかどうか不安。
時期が早く、まだ深く考えていないため。
他⼤学をまだ⾒ていない。
他⼤学も⾒て判断したい。
進路を迷っています。
受付を待っている時間も、講義室も暑い。学⽣が紹介してほしい。もっと会場の⽣き⽅をわかり
やすくしてほしい。間違った教室に⾏ってそのままそこの話を聞くことになった。
学⼒的にみて⾏けるかどうかまだわからない。
他の⼤学を⾒ていない。
アクセスしにくいから。
東北⼤学のほうが良かったから。

８．参加を希望していたにもかかわらず参加できなかった学部等があった場合は，その名称と参
加できなかった理由を教えてください。
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⾃⾝の学⼒が満たされていないと感じられるから
まだ他の⼤学も⾒てみたいから
道外の⼤学も気になっているから。
興味がある⼤学が他にあるから。

恵迪寮に⾏ってみたいが、アレルギー・ぜんそくを持っていて、衛⽣的にやや不安があるため
⾏きたい⼤学が決まってない。もう少し考えたい。
他の⼤学を知らないから。
何も決まってないから
専⾨の分野で何をしているかを知りたかった
まだいろいろと⾒て回りたいから
他の⼤学もみてみたいと思っているから
現時点では第⼀志望だが、今後興味が変わる可能性も考えられるから
⾏きたい学部がまだ決まっていない。
まだ北⼤のオープンキャンパスにしか参加していないから。
⾃分のやりたいことがわからないから
⽂系だから
学⼒
他の⼤学と⽐較している途中だから
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１２．本学のオープンキャンパスで今後実施して欲しいことがありましたら⾃由にお書きくださ
い。他⼤学などで実施している企画でも結構です。

特にない
学⾷
各研究室の紹介，公開をもっと⼀般的に⾏ってほしいと思った。
研究内容についてポスターセッションをしてほしい。
研究内容について詳しく聞きたい。
⼤学内容で、分からなくても良いから難しい話が聞きたい。
研究室間の差、特徴について説明してほしかった。
プレオープンキャンパスにも参加しました。学⽣さんとふれあえる良い企画でした。
サークル紹介などがあれば参加したいと思います。
学科紹介を、別教室等で同時中継してほしい。
午前と午後、受付しなおす必要があるのかわからなかった。
受付カードは各コーナー毎に必要なのか、わからなかった。
理学部の実験内容を書いておいてほしい。
科の特⾊をわかるようにしてほしい。ツアーではなく、展⽰を増やし、参加しやすくしてほし
い。
北⼤の良いところをピックアップしたものを作ると良いと思います。
勉強の先に何があるのか、明るい期待と夢が⾒えました。ありがとうございました。
物理学科で、⾃分で研究⽤の機械を作って研究すると⾔っていたが、⼀から全て作るということ
か？
⽇陰をつくってほしい。暑さでやられて体調を崩しそうでした。
サークルや部活の体験や⾒学
校内⾒学
もっと看板を設置してほしい
⼤講堂が冷房が効いておらず、⾮常に暑かった。
複数⽇程設けてもらうとより参加しやすい。
もっとたくさんの先⽣の研究を聞いたり、実際に学⽣さんの研究の様⼦を⾒てみたいと思いまし
た。
学⽣さんとランチ（他⼤学ではありました）

出典：理学・生命科学事務部教務担当データ
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